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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

49
（−1）

24
（+2）

10
（−9）

2
（±0）

85
（−8）

交通事故死者数（人）

5月31日現在 7月15日現在

1,212
（−156）

1,518
（−207）

全国の死亡
事故件数

1,186
（−149）

令和元年5月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【エンドユーザーこそが「真荷主」】／食の新
旧街道を行く【「郷土の味②」「成鶏のうま味、高浜のとりめし」】…７面

年　月 スタンド ローリー カード

平成31年  3月 106.82 97.33 105.10 
平成31年  4月 108.23 100.10 106.31 
令和元年  5月 109.74 101.21 107.80 

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

全ト協会員専用ページのパスワード  〜8/14　1503、8/15〜9/14　9371

坂本克己会長２期目本格スタート

　

第
２
２
０
回
常
任
理
事
会

・
第
１
８
２
回
理
事
会
︵
詳

細
別
掲
︶
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
記
者
懇
談
会
で
は
︑
坂

本
会
長
は
会
場
に
参
集
し
た

業
界
専
門
紙
の
記
者
を
前
に
︑

﹁
先
に
開
催
し
た
通
常
総
会

で
は
︑
２
期
目
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
が
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
姿
に
進
化
で
き
る
よ
う
︑

会
員
事
業
者
の
皆
様
と
懸
命

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
述
べ
た
﹂
と
し
た
上
で
︑

﹁﹃
国
家
︑
社
会
︑
地
域
へ

の
貢
献
﹄
と
い
う
理
念
を
根

底
に
置
き
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
現
場
で
汗
を
か
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
た
め
に
︑

こ
の
業
界
を
次
世
代
に
ふ
さ

わ
し
い
姿
へ
と
進
化
さ
せ
て

い
き
た
い
﹂と
重
ね
て
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
同
日
に
決
定
し
た

全
ト
協
新
執
行
部
に
関
し
て

は
︑﹁
業
界
の
進
化
に
向
け
て

一
緒
に
汗
を
か
い
て
い
た
だ

き
た
い
︒
こ
の
ほ
ど
決
定
し

た
役
員
体
制
は
︑
重
厚
で
あ

り
な
が
ら
活
発
的
に
業
界
の

課
題
に
対
応
で
き
る
体
制
と

な
っ
た
﹂
と
︑
新
執
行
部
へ

の
期
待
を
述
べ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
年
12
月
の
事

業
法
改
正
に
つ
い
て
記
者
か

ら
問
わ
れ
る
と
︑
坂
本
会
長

は
﹁
事
業
法
改
正
は
規
制
の

再
強
化
で
は
な
く
︑
次
世
代

に
向
け
て
の
進
化
で
あ
る
︒

適
正
か
つ
公
正
な
競
争
環
境

を
担
保
し
な
が
ら
︑
新
し
い

時
代
を
見
据
え
て
︑
我
々
業

界
が
先
陣
を
切
っ
て
市
場
の

変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
﹂
と
︑
事
業

法
改
正
の
意
義
を
力
説
し
た
︒

　

最
後
に
︑
坂
本
会
長
は
会

員
運
送
事
業
者
に
対
し
て
︑

﹁
次
世
代
に
向
け
た
進
化
を

実
現
す
べ
く
︑
会
員
事
業
者

の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
市
場
の

変
化
を
見
極
め
︑
創
意
と
工

夫
を
も
っ
て
物
流
の
制
度
や

仕
組
み
を
改
革
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
︒
日
本
の

新
し
い
物
流
の
姿
を
追
い
求

め
て
い
く
た
め
の
事
業
法
改

正
が
実
現
で
き
た
の
も
︑
各

地
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

会
員
事
業
者
の
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
︑
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
﹂
と
︑
会
員

事
業
者
へ
の
謝
意
を
表
明
し

た
︒

　

６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
第
95
回

通
常
総
会
お
よ
び
第
１
８
１
回
理
事
会
に
お
い
て
︑
会
長
に

再
任
さ
れ
た
坂
本
克
己
会
長
︒
続
い
て
７
月
11
日
に
開
催
さ

れ
た
第
２
２
０
回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
２
回
理
事
会
合
同

会
議
で
は
役
員
人
事
が
決
定
し
︑
坂
本
会
長
の
２
期
目
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

　

平
成
29
年
に
会
長
に
就
任
し
た
坂
本
会
長
は
︑
昨
年
12
月

に
は
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
を
成
し
遂
げ
る

な
ど
︑
様
々
な
施
策
を
強
力
に
推
進
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
働
き
方
改
革
﹂
の
実
現
に
全
力
を
注
い
で
き
た
︒
７

月
11
日
に
実
施
し
た
記
者
懇
談
会
で
︑
坂
本
会
長
は
︑﹁
次

世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
﹃
進
化
﹄
を
実

現
さ
せ
た
い
﹂
と
︑
２
期
目
へ
の
抱
負
を
力
強
く
語
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
11
日
︑
第
２
２
０
回
常

任
理
事
会
・
第
１
８
２
回
理

事
会
合
同
会
議
を
開
催
し
た
︒

　

坂
本
克
己
会
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
︑議
事
と
し
て
︑

①
副
会
長
の
選
定
︑
②
会
員

の
入
退
会
︑
③
盛
岡
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
売
却
︱

︱
が
審
議
さ
れ
︑
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
︒

　

副
会
長
候
補
者
の
選
定
で

は
︑
同
日
に
開
催
さ
れ
た
役

員
選
考
委
員
会
に
お
い
て
決

定
し
た
推
薦
案
を
小
丸
成
洋

役
員
選
考
委
員
長
が
説
明
︒

小
林
幹
愛
氏
（
茨
城
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）︑
田
口
義

隆
氏
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
）︑
田
中
亨
氏
（
滋

賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑

粟
飯
原
一
平
氏
（
徳
島
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑
馬
渡

雅
敏
氏
（
佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
）
が
副
会
長
に
選

任
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

坂
本
会
長
２
期
目
の
役
員
人

事
が
出
揃
っ
た︵
詳
細
別
項
︶︒

　

な
お
︑
坂
本
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
先
立
ち
︑
こ
の
７
月

の
国
土
交
通
省
の
人
事
異
動

に
よ
り
新
た
に
着
任
し
た
一

見
勝
之
自
動
車
局
長
︑
瓦
林

康
人
公
共
交
通
・
物
流
政
策

審
議
官
︑
伊
地
知
英
己
自
動

車
局
貨
物
課
長
が
着
任
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た︵
関
連
３
面
︶︒

　全日本トラック協会は副会長の常任委員会等の担
務を次の通り決定した。

（敬称略）

常任委員会等
委員会名 委員長

総務委員会 辻　　卓史

適正化事業委員会 須藤　弘三

税制委員会 浅井　　隆

物流政策委員会 馬渡　雅敏

広報委員会 小林　和男

環境対策委員会 眞鍋　博俊

交通対策委員会 工藤　修二

労働安全・衛生委員会 寺岡　洋一

経営改善・情報化委員会 田中　　亨

施設事業委員会 小林　幹愛

物流ネットワーク委員会 竹津　久雄

粟飯原一平

田口　義隆

役員選考委員会 小丸　成洋

全ト協副会長の担務一覧

第220回常任理事会・第182回理事会合同会議（7月11日、第一ホテル東京）

坂
さかもと

本　克
かつみ

己
  大阪運輸倉庫㈱会長

 副 会 長 

・山
やまざき

崎　 薫
かおる

 
・松

まつざき

崎　宏
ひろのり

則
・藤

ふじわら

原　利
と し お

雄

桝
ま す の

野　龍
りゅうじ

二

須
す ど う

藤　弘
ひ ろ み

三
カネフジ運輸㈱会長

小
こばやし

林　幹
みきよし

愛
五光物流㈱会長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

田
た な か

中　亨
すすむ

㈱滋賀ユニック社長
辻
つじ

　卓
た か し

史
鴻池運輸㈱会長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱社長

粟
あ い は ら

飯原　一
いっぺい

平
東海運㈱会長

眞
ま な べ

鍋　博
ひろとし

俊
㈱博運社会長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱社長

竹
た け つ

津　久
ひ さ お

雄
日本通運㈱副社長

 会 長 

理 事 長

常務理事

新執行部一覧

工
く ど う

藤　修
しゅうじ

二
㈱トッキュウ会長

田
た ぐ ち

口　義
よしたか

隆
セイノーホールディングス㈱社長

浅
あ さ い

井　隆
たかし

㈱浅井社長

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一
由良陸運㈱社長

坂本 克己　全日本トラック協会会長

坂
本
会
長
２
期
目
の
役
員
人
事
が
決
定

第
２
２
０
回
常
任
理
事
会
・
第
１
８
２
回
理
事
会
合
同
会
議

「
進
化
す
る
業
界
」
実
現
に
向
け
果
敢
に
取
り
組
む

新
た
な
未
来
を
切
り
拓
く
「
事
業
法
改
正
」「
重
要
物
流
道
路
の
充
実
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

︻
解
説
︼
今
回
の
働
き
方
改
革
関
連

法
に
よ
る
労
働
基
準
法
第
36
条
の
改

正
で
は
︑
時
間
外
労
働
の
規
制
に
つ

い
て
︑
36
協
定
あ
る
い
は
そ
の
特
別

条
項
付
き
の
協
定
に
よ
り
締
結
し
︑

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
数

Ａ�

実
際
に
時
間
外
・
休
日
労

働
を
さ
せ
る
場
合
の
規
制

　

改
正
さ
れ
た
特
別
条
項
付
き
の

36
協
定
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

前
回
の
解
説
で
は
、
限
度
時
間
を

超
え
る
場
合
の
月
１
０
０
時
間
未
満

（
休
日
労
働
を
含
む
）
と
年
７
２

０
時
間
以
内
の
規
制
は
協
定
時
間

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
も
う
一つ
の
「
複
数

月
平
均
80
時
間
以
内
」
の
時
間
外

規
制
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
す

る
と
、
同
規
制
は
特
別
条
項
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
ま
た
、

罰
則
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

 第185回 

複数月平均80時間以内
は協定しなくてよいか

と
︑
そ
れ
と
は
別
に
︑
実
際
に
時
間

外
・
休
日
労
働
を
行
わ
せ
る
場
合
に

超
え
て
は
な
ら
な
い
時
間
数
の
二
つ

が
設
け
ら
れ
て
お
り
︑
ご
質
問
の
時

間
外
規
制
は
後
者
に
属
す
る
も
の
で

す
︒

　

実
務
的
に
は
︑
い
ず
れ
も
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は

変
わ
り
が
な
い
た
め
︑
皆
さ
ん
も
あ

ま
り
細
か
く
気
に
か
け
て
お
ら
れ
な

い
よ
う
で
す
が
︑
厳
密
に
は
根
拠
条

文
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
の

で
︑
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
簡
単
に

ご
説
明
し
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

と
し
て
︑
月
45
時
間
か
つ
年
３
６
０

時
間
以
内
と
い
う
原
則
的
な
限
度
時

間
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
改
正
労

基
法
第
36
条
第
４
項
）︑
こ
れ
ら
は

同
第
36
条
第
２
項
第
４
号
に
よ
り
︑

１
日
に
延
長
し
て
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
と
あ
わ
せ
協
定
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒さ
ら
に
︑

こ
の
限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
時
間
と
し
て
︑
年

６
回
を
限
度
に
限
度
時
間
を
含
め
月

１
０
０
時
間
未
満
（
休
日
労
働
を
含

む
）︑
年
７
２
０
時
間
以
内
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
︑
こ
ち
ら
は
特
別
条
項
と

し
て
協
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
同
第
36
条
第
５
項
）︒

　

一
方
︑
前
記
の
協
定
時
間
と
は
別

に
︑
使
用
者
が
実
際
に
労
働
者
に
時

間
外
・
休
日
労
働
を
行
わ
せ
る
場
合

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

し
て
︑
①
月
１
０
０
時
間
未
満
（
休

日
労
働
を
含
む
）︑
②
複
数
月
（
２

～
６
か
月
）で
平
均
80
時
間
以
内（
休

日
労
働
を
含
む
）
︱
︱
と
い
う
時
間

外
規
制
が
あ
り
ま
す
（
同
第
36
条
第

６
項
）︒
こ
の
う
ち
︑
①
の
﹁
月
１
０

０
時
間
未
満
﹂
は
協
定
事
項
と
重
複

す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
お
り
︑
二
重

の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒②
の

﹁
複
数
月
﹂
の
方
は
︑
合
計
す
れ
ば

２
か
月
１
６
０
時
間
以
内
︑
３
か
月

２
４
０
時
間
以
内
︑
４
か
月
３
２
０

時
間
以
内
︑
５
か
月
４
０
０
時
間
以

内
︑
６
か
月
４
８
０
時
間
以
内
と
い

う
規
制
に
な
り
ま
す
︒
な
お
︑
他
に

も
う
一
つ
︑
坑
内
労
働
等
の
有
害
な

業
務
に
つ
い
て
︑
１
日
２
時
間
以
内

と
い
う
時
間
外
規
制
が
あ
り
ま
す
の

で
︑
念
の
た
め
︒

　

次
に
罰
則
に
つ
い
て
で
す
が
︑
第
一

に
︑
36
協
定
あ
る
い
は
特
別
条
項
付

き
協
定
に
よ
り
締
結
し
た
時
間
数
を

超
え
て
時
間
外
労
働
を
さ
せ
れ
ば
︑

協
定
に
よ
り
生
じ
た
い
わ
ゆ
る
時
間

外
労
働
の
免
罰
効
果
が
な
く
な
り
︑

労
基
法
第
32
条
違
反
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
点
は
改
正
前
と
変
わ
り
ま

せ
ん
︒し
か
し
︑改
正
前
と
大
き
く
違

う
の
は
︑
た
と
え
協
定
時
間
を
守
っ

て
い
て
も
︑
同
第
36
条
第
６
項
の
時

間
を
オ
ー
バ
ー
す
れ
ば
法
違
反
と
さ

れ
︑
こ
ち
ら
で
も
罰
則
が
適
用
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
︒
い
ず

れ
の
場
合
も
︑
改
正
労
基
法
第
１
１

９
条
第
１
号
に
よ
り
︑﹁
６
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
﹂

と
な
り
ま
す
︒
特
に
︑
単
月
１
０
０

時
間
未
満
に
つ
い
て
は
二
重
に
規
制

さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
が
必
要
で
す
︒

高速道路の渋滞に注意！！
〔第88回〕

　高速道路における多発事故パターンの一つに、渋滞で停止して
いる車両への追突事故があります。今月の初めにも、中央自動車
道で停止していたトラックに乗用車が追突し、2人が死亡すると
いう事故が発生しています。この事故ではトラックは追突された
側ですが、トラックが追突するという事故も毎年のように発生し
ており、多くの場合、死亡事故に繋がっています。まもなく学校
は夏休みに入り、行楽シーズンが始まります。高速道路の通行量
も増えることが予想されますから、常にも増して渋滞には注意
が必要です。

●早めに渋滞の情報を把握する
Ａさん「渋滞が発生する原因としては、事故や道路工事、故障車な

どによる車線規制があるけど、まずは、こうした情報を電
光掲示板や標識、看板などで早めに把握する必要がある」

Ｂさん「ただ、『○キロ先渋滞』とか『○キロ先道路工事・右に寄
れ』などの情報を把握しても、まだ先のことだと考えて漫
然と運転するドライバーもいるね」

Ａさん「そうなんだ。せっかくの情報も、それが運転に活かされな
ければ、何の役にも立たない」

Ｂさん「渋滞の情報を把握したら、前方の状況をしっかり見て早め
に渋滞を発見し、余裕を持って減速・停止をする、この習
慣を身につけないとね」

●自然渋滞が発生しやすい場所を知る　
Ａさん「事故や道路工事などのはっきりとした原因がなくても渋滞

が発生することがよくあるね」
Ｂさん「交通の集中による自然渋滞ってやつだね」
Ａさん「いろいろな研究によると、交通の集中による自然渋滞が最

も発生しやすいのは、上り坂やサグ部といわれる場所だそ
うだ」

Ｂさん「サグ部ってどういう場所なんだ」
Ａさん「下り坂から上り坂にさしかかる場所のことをいうそうだ。

そういう場所では、気づかないうちにスピードが落ちてし
まう車がある。そうすると後続車との車間距離が縮まるこ
とから、後続車もスピードを落とす。同じようなことが次々
に後続車に起こるために渋滞が発生するといわれている」

Ｂさん「トンネルの入口付近も渋滞しやすいと言われているけど、
それも同じかな」

Ａさん「そうだよ。トンネルは暗いし圧迫感があるから、スピードを
落とす車が多い。そうなると、後続車もスピードを落とす。
その連鎖で渋滞になる」

Ｂさん「交通の教則でも、『高速でトンネルに入ると、視力が急激に
低下するので、あらかじめ手前で速度を落としましょう』と
書かれているしね」

Ａさん「だから、事故や道路工事がない場合でも、上り坂やサグ
部、トンネルの入口付近では渋滞が発生しているかもしれ
ないと考えて、特に注意して前方の交通状況を確認しない
とね」

●特に夜間の渋滞は要注意　
Ａさん「それと、夜間の高速道路の渋滞は特に注意が必要だね。夜

間の高速道路は暗いから前方の状況を把握するのが遅れ
がちになるし、渋滞の最後尾で停止する車がハザードラン
プを点けていない場合には、走行している車だと勘違いし
てしまうこともあるからね」

Ｂさん「確かに、渋滞で停止するときにハザードランプを点けてい
ない車もけっこういるよね」

Ａさん「行楽シーズンになると、高速道路に慣れていない、いわゆ
るサンデードライバーも増えるから、その点も頭に入れてお
かないと」

Ｂさん「夜間の高速道路は、速度感が鈍ってスピードを出し過ぎる
傾向があるといわれている。スピードを出し過ぎていて、そ
のうえ渋滞の発見が遅れたら、それこそ命取りだからね」

Ａさん「それでなくても、夜間は眠気に襲われたり疲れなどで集中
力が低下して漫然運転になりやすい。だから、スピードを
出しすぎていないかどうかを速度計でチェックするのはも
ちろんだけど、情報板などで渋滞を把握したときや上り坂
やサグ部、トンネルのある場所では、渋滞しているかもし
れないと予測して運転することが大切なんだ。そうすれば
集中力も生まれてくるし、とても漫然運転なんかできない
よ」

　

７
月
３
日
︑
第
66
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
元
年
度

広
報
事
業
の
進
捗
状
況
や

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
全
国
統

一
広
報
事
業
な
ど
に
つ
い
て

報
告
︒
元
年
度
の
全
国
共
通

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
お
よ
び

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ

ー
を
選
定
し
た
ほ
か
︑
人
材

確
保
対
策
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︵
別
掲
︶

の
制
作
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
︒

　

ま
た
︑
元
年
度
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
︑
10
月
13
日
に
開
催
さ
れ

る
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン

ト
を
視
察
し
︑
前
日
の
12
日

に
第
67
回
広
報
委
員
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
︒

Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹃
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ 

Ｄ
Ｒ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
，Ｓ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
﹄
を
制

作
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

６
月
30
日
に
全
ト
協
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
サ
イ
ト
﹁
Ｊ
Ｔ
Ａ

ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
﹂︑
翌
７
月
１

日
に
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
人
材
確
保
対
策
Ｄ
Ｖ
Ｄ

﹃
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ 

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
，Ｓ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
﹄
の
映

像
を
掲
載
し
た
︒

　

同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
関
す
る
豆
知

識
や
︑
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
交

え
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
る
︒

新
部
会
長
に
三
村
文
雄
氏

第
74
回
鉄
鋼
部
会

　

第
74
回
鉄
鋼
部
会
が
７
月

２
日
に
宮
城
県
塩
釜
市
で
開

催
さ
れ
︑
平
成
30
年
度
事
業

報
告
・
令
和
元
年
度
事
業
計

画
の
両
案
等
に
つ
い
て
審
議

・
承
認
し
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
︑
瀬
尾
君
雄

部
会
長
が
今
季
限
り
で
退
任

し
︑副
部
会
長
と
し
て
再
任
︒

新
部
会
長
に
は
共
立
輸
送
㈱

（
東
京
）
の
三
村
文
雄
顧
問

が
就
任
し
た
︒
新
副
部
会
長

に
は
︑
日
鉄
物
流
㈱
（
同
）

の
姫
﨑
晃
宏
陸
運
企
画
管
理

部
担
当
部
長
︑
三
陸
運
輸
㈱

（
同
）
の
髙
城
崇
充
専
務
取

締
役
︑青
葉
運
輸
㈱（
愛
知
）

の
浦
一
男
代
表
取
締
役
が
選

任
さ
れ
た
︒

　

令
和
元
年
度
の
施
策
と
し

て
は
︑
①
荷
主
団
体
と
連
携

し
た
関
係
法
令
に
関
す
る
諸

課
題
改
善
の
推
進
︑
②
鋼
材

輸
送
に
関
す
る
安
全
対
策
の

推
進
︱
︱
な
ど
４
項
目
を
掲

げ
︑
諸
活
動
を
展
開
す
る
︒

　

②
で
は
︑
安
全
に
関
す
る

取
り
組
み
事
例
を
部
会
員
間

役
員
７
人
の
新
体
制
で
女

性
活
躍
促
進
に
向
け
邁
進

女
性
部
会

　

７
月
３
日
︑女
性
部
会
（
原

玲
子
部
会
長
）
の
令
和
元
年

度
﹁
全
国
代
表
者
協
議
会
﹂

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
冒
頭
で
は
︑
女
性
部

会
規
約
の
一
部
改
正
お
よ
び

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

役
員
を
︑
①
北
海
道
②
東
北

③
関
東
④
中
部
・
北
陸
信
越

⑤
近
畿
⑥
四
国
・
中
国
⑦
九

州
︱
︱
の
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

で
共
有
化
し
て
安
全
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
︑

令
和
２
年
２
月
18
日
㈫
に
︑

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
鉄
鋼

専
門
部
会
と
の
共
催
で
﹁
ト

レ
ー
ラ
の
安
全
対
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹂
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
自
動
車
局
安
全
政
策

課
の
小
田
秀
人
専
門
官
が

﹁
事
業
用
自
動
車
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
︒

表
者
に
よ
っ
て
構
成
（
部
会

長
１
人
︑
副
部
会
長
６
人
）

す
る
こ
と
と
し
︑
原
玲
子
部

会
長（
東
京
／
関
東
代
表
）︑

高
田
登
志
江
副
部
会
長
（
宮

城
／
東
北
代
表
）︑
竹
市
五

倫
副
部
会
長
（
愛
知
／
中
部

・
北
陸
信
越
代
表
）
を
再
任

す
る
と
と
も
に
︑
新
副
部
会

長
に
埀
石
勝
美
氏
（
北
海
道

／
同
代
表
）︑
櫻
井
典
子
氏

（
兵
庫
／
近
畿
代
表
）︑
岡

佐
智
代
氏
（
香
川
／
四
国
・

中
国
代
表
）︑永
山
美
由
紀
氏

（
福
岡
／
九
州
代
表
）
を
選

任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
30
年
度
事
業

報
告
（
案
）
や
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）︑
年
間
行

事
予
定
︑
全
国
研
修
会
等
に

つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

　

事
業
計
画
で
は
︑
女
性
従

業
員
の
雇
用
・
活
躍
状
況
︑

女
性
を
雇
用
す
る
上
で
の
課

題
等
を
把
握
す
る
た
め
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
女

性
組
織
に
所
属
す
る
事
業
者

を
対
象
と
し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
お
け
る
女
性
活

躍
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
﹂
を
今
年
度
中
に

実
施
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
お
け
る
女
性
活
躍
促
進

の
た
め
の
提
言
を
取
り
ま
と

め
る
予
定
︒

　

ま
た
︑
９
月
13
日
に
は
︑

昨
年
度
に
引
き
続
き
﹁
全
国

研
修
会
﹂
を
東
京
都
港
区
の

明
治
記
念
館
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
の
研
修
会
で

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
松
崎
宏
則
常
務
理
事
が

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

求
車
登
録
件
数
減
少
も
運

賃
指
数
は
前
年
同
月
比
６

㌽
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数

令
和
元
年
６
月
分

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
と
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
７
月
２
日
︑
令
和
元

年
６
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
︑
前

月
比
４
㌽
減
︑
前
年
同
月
比

６
㌽
増
の
１
２
４
で
︑
調
査

を
開
始
し
た
平
成
22
年
度
以

降
︑
６
月
の
数
値
と
し
て
は

最
高
値
を
記
録
︒

　

同
月
末
の
求
車
登
録
件
数

は
︑
９
万
４
４
１
７
件
と
︑

前
年
同
月
比
１
万
７
２
６
６

件
減
（
15
・
５
％
減
）
で
︑

成
約
率
は
23
・
３
％
と
な

り
︑同
３
・
３
㌽
上
昇
し
た
︒

重
大
事
故
防
止
に
向
け　

適
切
な
運
行
管
理
実
施
を

国
交
省「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」活
用
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
４
日
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
宛
て
に
文
書

﹁﹃
重
大
事
故
の
防
止
に
向

け
た
適
切
な
運
行
管
理
の
実

施
﹄に
つ
い
て
﹂を
発
出
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
国
土
交
通
省
が

６
月
28
日
︑
全
ト
協
に
対
し

同
タ
イ
ト
ル
の
協
力
要
請
を

行
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も

の
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
過
労
運
転

等
に
よ
る
重
大
事
故
の
発
生

に
繋
が
る
運
転
者
の
長
時
間

労
働
の
是
正
に
向
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る

適
切
な
運
行
管
理
等
に
役
立

て
る
た
め
︑
国
交
省
が
作
成

し
た
﹁
適
切
な
運
行
管
理
と

安
心
経
営
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂︵
本
紙

７
月
１
日
号
既
報
︶
を
活
用

し
︑
事
故
防
止
に
取
り
組
む

よ
う
会
員
事
業
者
へ
の
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

特
車
通
行
許
可
簡
素
化
に

向
け
引
き
続
き
要
請
活
動

展
開

第
61
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

７
月
４
日
︑
第
61
回
海
上

コ
ン
テ
ナ
部
会
（
藤
木
幸
二

部
会
長
）
が
兵
庫
県
神
戸
市

で
開
催
さ
れ
︑
平
成
30
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
令
和
元

年
度
事
業
計
画
（
案
）
等
に

つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
︒ 

　

ま
た
︑
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
一
部
改
選
と
し
て
︑

国
際
コ
ン
テ
ナ
輸
送
㈱
（
東

京
）
の
町
克
朗
取
締
役
が
新

副
部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒ 

　

元
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

施
策
と
し
て
︑
①
安
全
対
策

の
推
進
︑
②
特
殊
車
両
通
行

許
可
制
度
の
改
善
に
向
け
た

活
動
︱
︱
な
ど
を
掲
げ
た
︒

②
で
は
︑
部
会
員
か
ら
要
望

の
多
い
︑
特
殊
車
両
通
行
許

可
申
請
に
関
わ
る
審
査
期
間

の
短
縮
や
︑
審
査
方
法
の
簡

素
化
（
ト
レ
ー
ラ
型
式
申
請

で
の
許
可
︑
許
可
実
績
の
あ

る
経
路
に
つ
い
て
の
審
査
の

緩
和
等
）
に
つ
い
て
︑
引
き

続
き
要
請
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
の

中
見
大
志
車
両
通
行
対
策
室

長
が
﹁
特
殊
車
両
通
行
許
可

制
度
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
︒

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
さ
ら

な
る
普
及
・
認
知
度
向
上

め
ざ
す

第
47
回
引
越
部
会

　

７
月
10
日
︑
第
47
回
引
越

部
会
（
松
橋
謙
一
部
会
長
）

が
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
た
︒
議
事
で
は
︑
平
成

30
年
度
事
業
報
告
（
案
）
や

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
審
議
・
承

認
し
︑
続
い
て
﹁
引
越
講
習

講
師
認
定
要
領
﹂
の
改
正
や

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
等

に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
︑
㈱
セ
ン
コ
ー
リ

ビ
ン
グ
プ
ラ
ザ
（
東
京
）
の

沓
内
哲
二
代
表
取
締
役
社
長

と
︑
日
本
ビ
ー
プ
ラ
ス
物
流

㈱
（
愛
知
）
の
木
下
直
人
代

表
取
締
役
が
新
副
部
会
長
に

選
任
さ
れ
た
︒

　

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

で
は
︑
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
の
事
業
者
へ
の
普
及

と
消
費
者
認
知
度
の
向
上
を

筆
頭
に
６
施
策
を
推
進
す
る
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
研
修

会
と
し
て
︑
㈱
日
通
総
合
研

究
所
の
大
島
弘
明
取
締
役
に

よ
る
講
演
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
現
状
と
今
後
の
動
向

に
つ
い
て
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

 

東
北
道
で
最
長
45
㌔
㍍
の

渋
滞
を
予
測

お
盆
期
間
の
高
速
道
路

渋
滞
予
測

　

東
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
）︑
中
日
本

高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中

日
本
）︑
西
日
本
高
速
道
路

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）︑

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路

（
Ｊ
Ｂ
本
四
高
速
）
の
各
高

速
道
路
会
社
と
（
公
財
）
日

本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

は
７
月
10
日
︑お
盆
期
間
（
令

和
元
年
８
月
８
日
㈭
～
８
月

18
日
㈰
の
11
日
間
）
の
高
速

道
路
で
の
交
通
集
中
に
よ
る

渋
滞
予
測
を
取
り
ま
と
め
︑

発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
図
の
通

り
︑
下
り
線
で
は
８
月
10
日

㈯
～
12
日
㈪
に
10
㌔
㍍
以
上

の
渋
滞
発
生
が
多
く
な
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
︑
上
り
線

で
は
８
月
14
日
㈬
～
15
日
㈭

に
10
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞
発
生

が
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
︒
ま
た
︑
高
速
道
路
各

社
に
お
け
る
︑
特
に
長
い
渋

滞
発
生
予
測
は
表
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
︑
東
北
自
動
車

道
で
は
上
り
線
の
上
河
内
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
栃
木
県
宇

都
宮
市
）
付
近
で
︑
８
月
14

日
㈬
17
時
頃
に
最
長
45
㌔
㍍

の
渋
滞
を
見
込
ん
で
い
る
︒

　

高
速
道
路
各
社
と
日
本
道

路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
︑
高
速
道
路
の
分
散
利
用

や
︑
最
新
の
道
路
交
通
情
報

の
確
認
・
活
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

（
７
月
15
日
〜
８
月
５
日
）

▽
７
月
18
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
24
日

・
第
13
回
経
営
改
善
・
情
報
化

委
員
会

▽
７
月
29
日

・
第
40
回
食
料
品
部
会

浴
室
・
女
性
用
コ
イ
ン
シ
ャ

ワ
ー
を
一
時
休
業

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
阪
Ｔ
Ｓ
は
︑
７
月
19
日

㈮
９
時
～
17
時
（
予
定
）
の

間
︑
浴
室
と
女
性
用
コ
イ
ン

シ
ャ
ワ
ー
を
工
事
の
た
め
一
時

休
業
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

第61回海上コンテナ部会（７月４日、神戸
ベイシェラトンホテル）

第47回引越部会（７月10日、名鉄グランドホテル）

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
８
月
５
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

あいさつする三村新部会長（７月２日、ホテ
ルグランドパレス塩釜）

女性部会全国代表者協議会（７月３日、全ト
協）

第66回広報委員会（７月３日、全ト協）

表

図

全
国
共
通
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
・　

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」ポ
ス
タ
ー
を
選
定

第
66
回
広
報
委
員
会
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国
土
交
通
省
は
７
月
３

日
︑
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
と
の
連
携
事
業
と

し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

（
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
支
援
に
よ
る
実

証
）﹂
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
荷
主
と
の
連
携

を
要
件
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
の
﹁
車
両
動
態
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
﹂
お
よ
び

﹁
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
の

導
入
﹂
を
支
援
し
︑
当
該
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
と
荷
主
と
の
連
携

に
よ
る
輸
送
の
効
率
化
を
実

　

国
土
交
通
省
は
７
月
９
日

付
で
︑
一
連
の
幹
部
人
事
を

発
令
し
た
︒

　

森
昌
文
国
土
交
通
事
務
次

　

道
の
駅
﹁
木
更
津
う
ま
く

た
の
里
﹂（
千
葉
県
・
29
年

10
月
開
駅
）︑
道
の
駅
﹁
み

ま
の
里
﹂（
徳
島
県
・
30
年

６
月
開
駅
）︑道
の
駅﹁
人
吉
﹂

（
熊
本
県
・
令
和
元
年
８
月

開
駅
予
定
）︒

　

な
お
︑
各
箇
所
に
お
け
る

実
験
開
始
時
期
は
改
め
て
発

表
さ
れ
る
︒

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
心
臓
疾
患
・
大
血
管
疾

患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂︵
写

真
︶
を
策
定
し
た
︒

　

近
年
︑
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
が
疾
病
に
よ
り
運
転

を
継
続
で
き
な
く
な
る
事
案

が
増
加
す
る
中
で
︑
心
臓
疾

患
は
脳
血
管
疾
患
と
並
ん
で

最
も
多
く
︑
ま
た
︑
大
動
脈

瘤
等
の
大
血
管
疾
患
に
よ
る

運
転
者
へ
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
︑
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
に
関
す
る
心

臓
疾
患
・
大
血
管
疾
患
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑国
交
省
で
は
︑

産
官
学
の
幅
広
い
関
係
者
で

構
成
す
る
﹁
健
康
起
因
事
故

対
策
協
議

会
﹂
で
の

議
論
を
受

け
て
︑
同

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
お
よ

び
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

の
普
及
を

証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
︒

　

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
は
︑
昨
年

度
の
﹁
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
導
入
型
﹂
に
加
え
て
︑﹁
デ

ジ
タ
コ
の
導
入
な
し
﹂
ま
た

は
既
存
所
有
の
デ
ジ
タ
コ
の

利
用
が
可
能
な
﹁
Ｇ
Ｐ
Ｓ
車

載
器
導
入
型
﹂
も
対
象
と
な

る
︒

　

な
お
︑補
助
要
件
と
し
て
︑

導
入
し
た
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
ま
た
は
予
約
受
付
シ

ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
荷
主

と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
連
携

に
よ
る
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
を
実
施
し
︑
取
り
組
み
の

官
が
辞
職
し
︑
後
任
の
次
官

に
は
藤
田
耕
三
氏
が
就
任
し

た
︒
ま
た
︑
奥
田
哲
也
自
動

車
局
長
が
辞
職
し
︑
後
任
の

図
る
た
め
の
概
要
版
を
作
成

し
た
も
の
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
者
に
お
け
る
心
臓
疾

患
・
大
血
管
疾
患
に
係
る
検

査
の
受
診
や
治
療
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
の
浸
透
お
よ

 

重
要
物
流
道
路
約
３
万
㌔

㍍
で
要
件
を
満
た
し
た
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
の
特

車
許
可
が
不
要
に

７
月
31
日
か
ら

　

国
土
交
通
省
は
７
月
３

日
︑
重
要
物
流
道
路
に
お
け

る
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

（
40
㌳
背
高
）
特
殊
車
両
通

行
許
可
不
要
区
間
の
詳
細
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
︑
発
表

し
た
︒

　

平
成
30
年
３
月
に
重
要
物

流
道
路
制
度
が
創
設
さ
れ
︑

重
要
物
流
道
路
に
係
る
特
別

の
構
造
基
準
が
規
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
︑
国
際
海
上
コ

ン
テ
ナ
を
運
搬
す
る
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
連
結
車
が
特
別
の
許

可
な
く
道
路
を
通
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
︒
こ
う
し
た
こ
と
を

受
け
︑
今
年
３
月
に
は
車
両

制
限
令
を
改
正
︒
道
路
管
理

者
が
道
路
構
造
等
の
観
点
か

ら
支
障
が
な
い
と
認
め
て
指

定
し
た
区
間
に
限
定
し
て
︑

道
路
を
通
行
す
る
車
両
の
制

限
値
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
り
︑
一
定
の
要
件
を
満
た

す
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

び
自
主
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
導
入
を
促
進
し
︑

心
臓
疾
患
・
大
血
管
疾
患
に

よ
る
事
故
防
止
を
図
る
た

め
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ

び
概
要
版
の
活
用
を
呼
び
か

け
て
お
り
︑
概
要
版
を
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
折

り
込
ん
で
い
る
︒

　

な
お
︑
心
臓
疾
患
・
大
血

（
同
）
の
特
殊
車
両
通
行
許

可
を
不
要
と
す
る
措
置
を
創

設
し
た
︒

　

今
回
︑
特
車
許
可
不
要
区

間
と
さ
れ
た
の
は
︑
重
要
物

流
道
路
（
約
３
万
５
０
０
０

㌔
㍍
）
の
う
ち
︑
高
速
道
路

約
１
万
２
２
０
０
㌔
㍍
︑
直

轄
国
道
約
１
万
５
０
０
０
㌔

㍍
︑
地
方
管
理
道
路
（
拠
点

へ
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
等
）
約
２

８
０
０
㌔
㍍
の
合
計
約
３
万

㌔
㍍
︒
①
国
際
海
上
コ
ン
テ

ナ
を
運
搬
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
携

行
︑
②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
車
載

器
の
搭
載
お
よ
び
登
録
︱
︱

と
い
っ
た
要
件
を
満
た
し
た

車
両
に
つ
い
て
は
︑
特
車
許

可
が
不
要
と
な
る
︒

　

な
お
︑
運
用
開
始
日
は
︑

各
道
路
管
理
者
に
よ
る
指
定

の
後
︑
今
年
７
月
31
日
を
予

管
疾
患
に
対
す
る
代
表
的
な

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
う

ち
︑﹁
運
動
負
荷
心
電
図
検

査
﹂︑﹁
頸
動
脈
超
音
波
検
査
﹂

に
つ
い
て
は
︑
無
料
の
労
災

二
次
健
康
診
断
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
一
定
の
要

件
あ
り
）︒

定
し
て
い
る
︒

 

道
路
の
耐
災
害
性
強
化
に

向
け
た
施
策
を
提
言

地
震
・
豪
雨
な
ど
の
大
災
害
に

備
え
る
た
め
に

　

国
土
交
通
省
は
７
月
９

日
︑
災
害
時
に
生
命
線
と
な

る
道
路
に
つ
い
て
︑
近
年
の

大
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

と
今
後
講
ず
べ
き
施
策
の
検

討
を
行
っ
て
き
た
﹁
道
路
の

耐
災
害
性
強
化
に
向
け
た
有

識
者
会
議
﹂
に
お
い
て
︑
道

路
の
耐
災
害
性
強
化
に
向
け

た
提
言
を
取
り
ま
と
め
︑
公

表
し
た
︒

　

近
年
︑
熊
本
地
震
（
平
成

28
年
４
月
）
な
ど
と
い
っ
た

大
地
震
や
︑
平
成
30
年
７
月

豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
集
中

的
な
豪
雨
・
豪
雪
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
お

り
︑
今
後
も
首
都
直
下
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
︑
災
害

時
に
生
命
線
と
な
る
道
路
に

つ
い
て
︑
近
年
の
大
災
害
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
と
今
後
講

ず
る
べ
き
施
策
を
緊
急
的
に

取
り
ま
と
め
た
︒

　

本
提
言
で
は
︑
耐
災
害
性

強
化
の
た
め
の
施
策
と
し
て
︑

①
﹁
発
災
後
の
統
括
的
交
通

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
実
施
体
制

の
制
度
化
︑
②
非
常
時
に
お

け
る
柔
軟
な
車
線
運
用
の
メ

ニ
ュ
ー
化
と
共
有
︑
③
災
害

に
配
慮
し
た
道
路
構
造
令
等

の
見
直
し
︑
④
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
耐
災
害
性
評
価
手

法
の
充
実
と
沿
道
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
︑

⑤
迅
速
な
復
旧
に
向
け
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
強
化
︑
⑥
徒
歩

避
難
が
困
難
な
場
合
の
避
難

手
段
の
検
討
︱
︱
を
提
言
し

て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
本
提
言
に

盛
り
込
ま
れ
た
新
た
な
取
り

組
み
の
実
施
に
向
け
て
︑
検

討
を
進
め
て
い
く
︒

自
己
評
価
を
同
事
業
の
執
行

団
体
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
㈱
）
に
報
告
す
る

必
要
が
あ
る
︒

自
動
車
局
長
に
は
一
見
勝
之

氏
が
就
任
し
た
︒

貨
物
課
長
に
伊
地
知
氏

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を
直

接
担
当
す
る
貨
物
課
長
は
︑

同
日
付
で
前
任
の
平
嶋
隆
司

氏
が
航
空
局
総
務
課
長
と
な

り
︑
後
任
に
は
伊
地
知
英
己

観
光
庁
国
際
観
光
部
国
際
観

光
課
長
が
着
任
し
た
︒

公
共
交
通
・

　
　
　

物
流
政
策
審
議
官

７
月
１
日
付
で
新
設

　

な
お
︑
７
月
１
日
付
で
︑

そ
れ
ま
で
の
物
流
審
議
官
に

代
わ
り
︑
公
共
交
通
や
物
流

の
効
果
的
な
連
携
体
制
の
整

備
を
受
け
持
つ
﹁
大
臣
官
房

公
共
交
通
・
物
流
政
策
審
議

官
﹂
を
新
設
︒
瓦
林
康
人
氏

が
公
共
交
通
・
物
流
政
策
審

議
官
に
就
任
し
た
︒

︿
略
歴
﹀

▽
藤
田
耕
三
（
ふ
じ
た
・
こ

う
ぞ
う
）
氏　

昭
和
34
年
生

ま
れ
︑
大
分
県
出
身
︒
東
京

大
学
法
学
部
卒
業
︒
同
57
年

旧
運
輸
省
入
省
︒鉄
道
局
長
︑

総
合
政
策
局
長
︑
大
臣
官
房

長
︑
国
土
交
通
審
議
官
を
歴

任
︒

▽
一
見
勝
之
（
い
ち
み
・
か

つ
ゆ
き
）
氏　

昭
和
38
年
生

ま
れ
︑
三
重
県
出
身
︒
東
京

大
学
法
学
部
卒
業
︒
同
61
年

旧
運
輸
省
入
省
︒
海
上
保
安

庁
総
務
部
長
︑
総
合
政
策
局

次
長
︑
海
上
保
安
庁
次
長
を

歴
任
︒

▽
瓦
林
康
人
（
か
わ
ら
ば
や

し
・
や
す
と
）
氏　

昭
和
40

年
生
ま
れ
︑
東
京
都
出
身
︒

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
︒
昭

和
62
年
旧
運
輸
省
入
省
︒
自

動
車
局
旅
客
課
長
︑
大
臣
官

房
会
計
課
長
︑
大
臣
官
房
総

括
審
議
官
を
歴
任
︒

▽
伊
地
知
英
己
（
い
ぢ
ち
・

ひ
で
き
）
氏　

昭
和
44
年
生

ま
れ
︑
神
奈
川
県
出
身
︒
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
︒
平
成

６
年
旧
運
輸
省
入
省
︒
外
務

省
在
中
華
人
民
共
和
国
日
本

国
大
使
館
一
等
書
記
官
︑
大

臣
官
房
広
報
課
広
報
企
画

官
︑九
州
運
輸
局
観
光
部
長
︑

観
光
庁
国
際
観
光
課
長
を
歴

任
︒

　

申
請
受
付
期
間
︑
公
募
予

算
額
は
表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
︑
同
事
業
の
案

内
を
折
り
込
ん
で
い
る
︒

 

新
た
に
３
か
所
の
道
の
駅

が
高
速
道
路
か
ら
の一
時
退

出
可
能
に

「
賢
い
料
金
」
実
証
実
験

　

国
土
交
通
省
は
６
月
28

日
︑
道
の
駅
を
対
象
に
︑
高

速
道
路
か
ら
の
一
時
退
出
を

可
能
と
す
る
実
証
実
験
﹁
賢

い
料
金
﹂
に
関
し
て
︑
新
た

に
適
用
と
な
る
道
の
駅
３
か

所
を
発
表
し
た
︒

　

我
が
国
の
高
速
道
路
に
お

い
て
は
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
と
い
っ
た
休

憩
施
設
同
士
の
間
隔
が
︑
概

ね
25
㌔
㍍
以
上
離
れ
て
い
る

空
白
区
間
が
約
１
０
０
区
間

存
在
し
て
い
る
︒
こ
の
空
白

区
間
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
︑
全
国
20
か
所
の
道

の
駅
を
対
象
に﹁
賢
い
料
金
﹂

を
実
施
し
て
き
た
︒

　

こ
の
た
び
追
加
さ
れ
る
道

の
駅
は
︑
平
成
29
年
９
月
以

降
に
開
駅
と
な
っ
た
以
下
の

３
か
所
と
な
る
︒

 

心
臓
・
大
血
管
疾
患
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

今
号
に
概
要
版
を
折
込

　

国
土
交
通
省
は
７
月
５

日
︑
自
動
車
運
送
事
業
者
に

お
け
る
運
転
者
の
心
臓
健
診

受
診
等
を
促
進
し
︑
健
康
起

因
事
故
の
防
止
を
図
る
た

め
︑
心
臓
疾
患
対
策
を
進
め

て
い
く
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ

き
内
容
や
︑
取
り
組
む
際
の

手
順
等
を
具
体
的
に
示
し
た

 

令
和
元
年
度
優
良
事
業
者

８
月
20
日
ま
で
募
集
受
付

グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議

　

経
済
産
業
省
・
国
土
交
通

省
で
は
︑
物
流
分
野
に
お
け

る
環
境
負
荷
低
減
︑
物
流
の

生
産
性
向
上
等
持
続
可
能
な

物
流
体
系
の
構
築
に
関
し
︑

特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

取
り
組
み
に
対
し
︑
大
臣
表

彰
・
局
長
級
表
彰
お
よ
び
特

別
賞
の
授
与
を
行
う
た
め
優

良
事
業
を
募
集
し
て
お
り
︑

令
和
元
年
度
の
募
集
受
付
を

７
月
１
日
㈪
か
ら
開
始
し
て

い
る
（
締
め
切
り
：
８
月

20
日
㈫
必
着
︑持
込
不
可
）︒

　

対
象
は
︑
荷
主
と
物
流
事

業
者
な
ど
複
数
事
業
者
間
の

事
業
承
継
等
を
行
う
事

業
者
に
対
し
補
助
を
実

施申
請
締
切
７
月
26
日
㈮

　

中
小
企
業
庁
は
７
月
５
日

㈮
～
26
日
㈮
の
期
間
︑
平
成

30
年
度
﹁
第
２
次
補
正
予
算

事
業
承
継
補
助
金
﹂
の
２
次

公
募
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑事
業
承
継
︑

事
業
再
編
・
統
合
を
契
機
と

「
中
小
企
業
強
靭
化
法
」

７
月
16
日
に
施
行

事
業
継
続
力
の
強
化
等
を

図
る

　

経
済
産
業
省
は
７
月
９
日
︑

﹁
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の

継
続
に
資
す
る
た
め
の
中
小

企
業
等
経
営
強
化
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
﹂（
中

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
物
流
の
改
善
方

策
を
通
じ
︑
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
等
の
環
境
負
荷
低
減
︑

物
流
の
生
産
性
向
上
等
に
よ

る
︑
持
続
可
能
な
物
流
体
系

の
構
築
を
実
現
し
た
取
り
組

み
（
１
か
月
以
上
の
実
績
が

あ
る
も
の
）を
行
っ
た
事
業
者
︒

　

選
考
基
準
は
︑
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
量
・
削
減
率
︑
そ
の

他
の
環
境
負
荷
低
減（
Ｃ
Ｏ
２

以
外
の
環
境
負
荷
物
質
の
排

出
量
︑
資
源
使
用
量
の
削
減

等
）
に
資
す
る
効
果
︑
物
流

の
生
産
性
向
上
の
度
合
い

（
労
働
力
不
足
対
策
の
効

果
︑
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
な
ど
革

新
的
な
技
術
の
活
用
に
よ
る

効
率
化
等
）︑
政
策
的
評
価

（
取
り
組
み
の
新
規
性
︑
創

造
性
︑
困
難
克
服
性
︑
波
及

効
果
等
）
な
ど
を
踏
ま
え
︑

総
合
的
に
判
断
す
る
︒

し
て
経
営
革
新
等
や
事
業
転

換
を
行
う
中
小
企
業
者
等
に

対
し
て
︑
そ
の
新
た
な
取
り

組
み
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
︒﹁
後
継

者
承
継
支
援
型
﹂﹁
事
業
再

編
・
事
業
統
合
支
援
型
﹂
の

２
種
類
が
あ
る
︒

　

な
お
︑
応
募
に
関
す
る
詳

細
は
︑
中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
事
業
承
継
補
助
金
事
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

小
企
業
強
靭
化
法
）
が
７
月

16
日
に
施
行
さ
れ
る
と
発
表

し
た
︒

　

自
然
災
害
の
頻
発
化
や
経

営
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
︑

多
く
の
中
小
企
業
で
は
事
業

活
動
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
︒
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
︑
同
法
で
は
中
小
企
業

の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す

　

結
果
公
表
は
12
月
上
旬
を

予
定
し
て
お
り
︑
12
月
中
旬

に
開
催
さ
れ
る
﹁
グ
リ
ー
ン

物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

議
﹂
内
で
表
彰
式
を
実
施
す

 

「
職
場
に
お
け
る
受
動
喫

煙
防
止
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

受
動
喫
煙
防
止
へ
の
組
織
的
な

対
策
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙

防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙

防
止
に
関
し
て
は
︑
労
働
安

全
衛
生
法
（
昭
和
47
年
法
律

第
57
号
）
等
に
よ
り
対
策
が

進
め
ら
れ
て
き
た
が
︑
健
康

増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
30
年
法
律
第
78

号
）
が
今
年
１
月
24
日
よ
り

る
た
め
︑
中
小
企
業
の
災
害

対
応
力
を
高
め
る
と
と
も

に
︑
円
滑
な
事
業
承
継
の
促

進
を
図
っ
て
い
く
︒

　

同
法
の
概
要
は
次
の
通
り
︒

　

①
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
事
業
継
続
力
の
強
化

（
事
業
継
続
力
強
化
に
関
す

る
﹁
基
本
方
針
﹂
の
策
定
／

中
小
企
業
の
事
業
継
続
力
強

化
に
関
す
る
計
画
を
認
定

し
︑
支
援
措
置
を
講
ず
る
／

商
工
会
・
商
工
会
議
所
に
よ

る
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継

続
力
強
化
の
支
援
）︑
②
中

小
企
業
の
経
営
の
承
継
の
円

滑
化
︑③
そ
の
他（
関
係
者
の

関
与
に
よ
る
基
盤
強
化
等
）︒

　

７
月
９
日
に
︑
第
１
９
８

回
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立

し
た
同
法
を
施
行
す
る
た
め

の
関
係
法
令
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
︒
そ
れ
に
よ
り
︑
同
法

は
７
月
12
日
に
公
布
︑
７
月

る
︒

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
︑

﹁
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

順
次
施
行
さ
れ
て
い
る
︒
こ

れ
ら
の
施
行
を
踏
ま
え
︑
事

業
者
が
実
施
す
べ
き
事
項
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
一
体

的
に
示
す
こ
と
で
︑
事
業
者

に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
対

策
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
組
織

的
な
進
め
方
と
し
て
︑
①
推

進
計
画
の
策
定
︑
②
担
当
部

署
の
指
定
︑
③
労
働
者
の
健

康
管
理
等
︑
④
標
識
の
設
置

・
維
持
管
理
︑
⑤
意
識
の
高

揚
お
よ
び
情
報
の
収
集
・
提

供
︑
⑥
労
働
者
の
募
集
お
よ

び
求
人
の
申
込
時
の
受
動
喫

煙
防
止
対
策
の
明
示
︱
︱
を

挙
げ
て
い
る
︒
ま
た
︑
喫
煙

可
能
な
場
所
に
お
け
る
作
業

に
関
す
る
措
置
と
し
て
︑
①

20
歳
未
満
の
者
の
立
入
禁

止
︑
②
20
歳
未
満
の
者
へ
の

受
動
喫
煙
防
止
措
置
︑
③
20

歳
以
上
の
労
働
者
に
対
す
る

配
慮
（
勤
務
シ
フ
ト
︑
勤
務

フ
ロ
ア
︑
動
線
等
の
工
夫
／

喫
煙
専
用
室
の
清
掃
に
お
け

る
配
慮
／
業
務
車
両
内
で
の

喫
煙
時
の
配
慮
）
︱
︱
を
挙

げ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

周
知
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
︒

経 産 省

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の　

　
　
　
　
　
　
導
入
補
助
を
開
始

１
次
公
募
受
付
７
月
24
日
〜
８
月
６
日

事
務
次
官
に
藤
田
氏
、
自
動
車
局
長
に
一
見
氏

国
交
省
幹
部
人
事
を
発
令

令和元年７月５日

国土交通省自動車局

事業用自動車健康起因事故対策協議会

自動車運送事業者における

心 臓 疾 患
大血管疾患

対策ガイドライン

藤田　耕三
事務次官

一見　勝之
自動車局長

瓦林　康人
公共交通・物流政策審議官

伊地知　英己
貨物課長

16
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
︒

表  申請受付期間と公募予算額
申請受付期間（消印有効） 公募予算額

※（合計約39.5億円）
１次公募 7月24日（水）～8月6日（火） 約25億円
２次公募 8月7日（水）～8月20日（火） 約10億円
３次公募 8月21日（水）～9月3日（火） 約4.5億円

※公募予算額は、車両動態管理システムおよび予約受付システム等の総額とする。
　ただし、車両動態管理システムのうちGPS 車載器導入型の予算額は1 億円程度とする。
※残予算があった場合については、各回の次の公募に加えることとする。
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福
利
厚
生
の
ど
こ
に
重
点

を
置
く
か
は
︑
各
企
業
の
考

え
方
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
︑

前
述
し
た
変
化
を
踏
ま
え
る

と
図
で
示
し
た
点
を
考
慮
し

た
施
策
の
展
開
が
考
え
ら
れ

る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
２
０
１
８
年
度
版
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃
金
・

労
働
時
間
等
の
実
態
﹂
の
中

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

携
わ
る
従
業
員
の
福
利
厚
生

等
の
実
態
を
調
査
し
た
︒

　

同
調
査
で
は
︑
福
利
厚
生

施
策
に
つ
い
て
︑﹁
住
宅
制
度
﹂

（
社
宅
︑持
ち
家
支
援
制
度
︑

家
賃
補
助
な
ど
）︑﹁
給
食
制

度
﹂（
食
堂
︑食
費
補
助
な
ど
）︑

﹁
子
育
て
支
援
制
度
﹂（
法

令
と
は
別
の
出
産
休
暇
︑
育

児
休
業
︑託
児
所
補
助
な
ど
）︑

﹁
そ
の
他
﹂（
勤
労
者
財
形

貯
蓄
︑
社
員
持
株
制
度
︑
保

養
所
︑
各
種
資
格
取
得
の
補

助
︑
法
定
を
超
え
る
健
康
診

断
の
受
診
︑
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
）
の
４
種
類
に
分

類
︒
従
業
員
規
模
別
に
福
利

厚
生
制
度
導
入
の
有
無
を
調

査
し
た
も
の
で
あ
る
︒

　

調
査
結
果
は
︑
表
の
通
り

で
あ
る
︒

　

全
国
平
均
で
み
る
と
︑
住

宅
制
度
で
は
︑
借
り
上
げ
を

含
め
﹁
社
宅
を
保
有
す
る
﹂

事
業
者
は
︑特
積
47
・
８
％
︑

一
般
14
・
８
％
で
︑﹁
家
賃
補

助
﹂
は
特
積
15
・
２
％
︑
一

般
12
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
︒

　

給
食
制
度
で
は
︑
特
積
で

﹁
食
堂
あ
り
﹂（
23
・
９
％
）

を
含
め
﹁
何
ら
か
の
給
食
制

度
﹂
を
実
施
し
て
い
る
事
業

者
は
36
・
９
％
︑一
般
で
﹁
食

堂
あ
り
﹂（
３
・
７
％
）
を

含
め﹁
何
ら
か
の
給
食
制
度
﹂

を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
は

19
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
︒

　

子
育
て
支
援
制
度
で
は
︑

﹁
育
児
休
業
制
度
﹂
が
あ
る

事
業
者
は
特
積
80
・
４
％
︑

一
般
57
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
︒

　

そ
の
他
の
福
利
厚
生
制
度

で
は
︑﹁
各
種
資
格
取
得
の

補
助
﹂
を
し
て
い
る
事
業
者

は
特
積
82
・
６
％
︑
一
般
61

・
４
％
と
な
り
︑﹁
法
定
を

超
え
る
健
康
診
断
の
受
診
﹂

を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
は

特
積
10
・
９
％
︑
一
般
20
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
︒

　

調
査
結
果
か
ら
は
︑
従
業

員
数
１
０
０

人
未
満
の
運

送
事
業
者
に

お
い
て
も
︑

様
々
な
福
利

厚
生
制
度
を

導
入
し
て
い

る
事
業
者
が

少
な
く
な
い

こ
と
が
見
て

取
れ
る
︒

　

福
利
厚

生
施
策
の
導

入
に
際
し
て

は
︑
会
社
の

費
用
負
担
を

懸
念
し
て
︑

最
終
的
に
導

入
を
見
送
る

　

中
小
企
業
が
︑
福
利
厚
生

施
策
を
大
企
業
並
み
に
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
企
業
の
行
う
福
利

厚
生
施
策
は
︑﹁
従
業
員
に

働
き
が
い
を
も
た
せ
︑
労
働

力
を
有
効
的
に
活
用
す
る
﹂

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
︑

　
︻
企
業
側
の
変
化
︼

① 

こ
れ
ま
で
の
量
的
拡
大
一

辺
倒
の
経
営
か
ら
︑
企
業

の
創
造
性
や
独
創
性
︑
社

会
的
貢
献
や
文
化
的
活
動

ひ
い
て
は
そ
の
企
業
に
お
け

る
労
働
者
の
募
集
・
採
用
・

定
着
な
ど
︑﹁
人
材
の
確
保
﹂

に
も
役
立
つ
︒
そ
れ
だ
け
に
︑

福
利
厚
生
施
策
の
充
実
は
︑

魅
力
あ
る
企
業
を
目
指
す
中

小
企
業
に
と
っ
て
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
︒

を
重
視
す
る
な
ど
︑
価
値

観
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
︒

② 

企
業
の
人
件
費
総
額
（
賃

金
︑
退
職
金
︑
社
会
保
険

料
︑
福
利
厚
生
費
）
が
増

加
し
て
お
り
︑
特
に
︑
社

会
保
険
料
の
伸
び
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
︒

︻
従
業
員
側
の
変
化
︼

① 

高
齢
化
が
急
速
に
進
展

し
︑
退
職
後
の
生
活
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
︒

② 

人
々
の
生
活
は
豊
か
に
な

り
︑
意
識
も
﹁
モ
ノ
か
ら

コ
コ
ロ
﹂
へ
移
行
し
︑
生

活
の
ゆ
と
り
を
強
く
志
向

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

そ
の
結
果
︑
特
に
︑
労
働

時
間
短
縮
や
余
暇
へ
の
欲

求
が
強
く
な
っ
て
い
る
︒

③ 

個
人
の
欲
求
も
多
様
化

し
︑
仕
事
で
の
自
己
実
現

を
求
め
る
者
︑
家
庭
・
社

会
で
の
生
活
を
重
視
す
る

者
な
ど
と
分
化
が
進
ん
で

い
る
︒
特
に
︑
生
涯
を
見

渡
し
た
生
活
の
安
定
︑
生

き
が
い
の
獲
得
へ
の
関
心

が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
︒

④ 

労
働
組
合
に
お
い
て
も
︑

賃
金
に
対
す
る
要
求
中
心

か
ら
︑
福
利
厚
生
に
対
す

る
要
求
重
視
へ
と
︑
方
針

転
換
が
試
み
ら
れ
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
︑
人
材

確
保
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ

と
つ
と
し
て
︑﹁
従
業
員
に
対
す
る
福
利

厚
生
﹂
を
強
化
す
る
運
送
事
業
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
︒
企
業
が
取
り
得
る
福
利

厚
生
施
策
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
︑
近

年
で
は
企
業
独
特
の
導
入
事
例
も
増
え
つ

つ
あ
る
︒
現
在
在
籍
し
て
い
る
従
業
員
の

満
足
度
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
︑
福

利
厚
生
の
充
実
化
は
従
業
員
の
離
職
防

止
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
︒

　

そ
こ
で
︑
本
特
集
で
は
︑
従
業
員
に
対

す
る
福
利
厚
生
の
充
実
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
運
送
事
業
者
を
取
材
︒
取
り
組
み
を

行
っ
た
経
緯
や
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
︑
福
利
厚
生
の
充
実
化
に
よ
る
効
果
な

ど
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
︒

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
中
小
企
業

に
お
け
る
福
利
厚
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
中

小
機
構
）
中
小
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
イ

ト
﹁
Ｊ
ー
Ｎ
ｅ
ｔ
21
﹂
の
﹁
経
営
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
﹂
な
ど
を
も
と
に
紹
介
す
る
︒

第
１
回　

中
小
企
業
に
と
っ
て
の
福
利
厚
生
と
は
〜
中
小
機
構
「
経
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
よ
り

●　●　●　●　●　●　中小トラック運送事業者における福利厚生特集　●　●　●　●　●

「福利厚生の充実」で魅力ある運送事業者に
表　トラック運送事業者における福利厚生制度の導入状況（従業員規模別）

（出典：2018年度版「トラック運送事業の賃金・労働時間等の実態」、単位：％）
業種

項目�
規模

特積 一般 合計

企業規模計 500人
以上

300～
499人

100～
299人

99人
以下 企業規模計 300人

以上
100～
299人

30～
99人

29人
以下 平均

住
宅
制
度

社宅（借り上げを含む） 47.8 45.7 10.9 43.5 50.0 14.8 15.0 14.7 14.0 13.7 17.1

持ち家支援制度 2.2 4.3 ― ― ― 2.9 2.9 1.3 3.1 1.6 2.8

家賃補助 15.2 15.2 ― 8.7 17.4 12.9 13.0 12.7 12.4 11.3 13.0

その他 2.2 4.3 ― ― ― 4.5 4.3 4.5 4.0 4.7 4.3

特になし 41.3 10.9 ― 41.3 43.5 63.0 60.2 63.0 62.5 63.1 61.5

無回答 4.3 ― ― ― 6.5 7.6 7.7 6.9 7.4 7.6 7.3

給
食
制
度

食堂 23.9 21.7 ― ― 26.1 3.7 3.9 3.1 3.7 3.2 5.1

食費補助 13.0 13.0 ― ― 15.2 16.1 6.9 15.6 16.3 16.1 15.9

その他 ― ― ― ― ― 1.6 1.4 1.8 1.6 ― 1.5

特になし 60.9 63.0 13.0 58.7 60.9 69.4 69.2 69.4 68.9 69.6 68.8

無回答 8.7 ― ― 10.9 8.7 11.0 11.1 9.5 10.1 10.8 10.8

子
育
て
支
援
制
度

法令とは別の出産休暇 2.2 ― ― 4.3 ― 2.4 2.4 2.6 2.1 2.3 2.4

育児休業 80.4 78.3 15.2 73.9 82.6 57.0 56.0 56.8 57.2 57.0 58.6

託児所補助 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他 2.2 4.3 ― ― ― 2.1 1.6 1.4 2.1 2.3 2.1

特になし 19.6 8.7 ― 19.6 21.7 35.3 35.3 33.8 34.9 35.4 34.2

無回答 ― ― ― ― ― 6.3 6.4 5.6 6.0 6.1 5.8

そ
の
他

勤労者財形貯蓄 45.7 43.5 ― 39.1 47.8 34.8 34.9 34.5 34.8 34.3 35.5

社員持株制度 26.1 23.9 ― 6.5 28.3 7.1 7.2 6.9 6.8 5.5 8.4

保養所（宿泊施設） 17.4 15.2 ― 13.0 19.6 9.2 9.0 9.2 9.3 8.9 9.7

各種資格取得の補助 82.6 80.4 17.4 76.1 84.8 61.4 61.5 61.0 60.2 61.4 62.8

法定を超える健康診断
の受診 10.9 10.9 ― ― 13.0 20.9 20.8 20.9 20.5 21.1 20.2

レクリエーション 13.0 10.9 6.5 15.2 13.0 23.8 24.0 23.5 23.3 23.8 23.1

その他 4.3 6.5 ― ― 4.3 4.2 3.4 4.3 3.9 4.2 4.2

特になし 10.9 ― ― 10.9 13.0 19.2 9.0 18.2 19.2 19.3 18.6

無回答 2.2 ― ― ― 4.3 4.0 4.2 1.6 4.0 3.4 3.9

1
福
利
厚
生
の
役
割

従
業
員
の
満
足
度
向
上
に
繋
が
る
「
福
利
厚
生
」

3
福
利
厚
生
の
方
向
性

従
業
員
の
欲
求
の
変
化
に
即
し
た
福
利
厚
生
施
策
の
導
入
を

4
運
送
事
業
者
に
お
け
る
福
利
厚
生
制
度
の
導
入
状
況

小
規
模
事
業
者
で
も
福
利
厚
生
充
実
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
も

2
福
利
厚
生
を
取
り
巻
く
変
化

「
生
活
の
安
定
」「
生
き
が
い
の
獲
得
」
へ
の
関
心
高
ま
る

図　福利厚生の施策展開の方向性
①高齢化や業務遂行からくるストレスを考慮した、予防重視の

「健康づくり」
②ゆとり・豊かさ実現のための「土地、住宅関連施策」
　…貸付枠の拡大、利子補給、不動産物件のあっせんなど
③生涯教育の視点に立った「自己啓発の支援策」
④少子化、高齢化を背景にした「育児、介護の関連施策」
⑤文化、体育、レクリエーション活動、保養所など「余暇活動

への援助」

健康起因事故防止の観点から、社内に食堂を設けて身体にやさしい食
事を提供する事業者もみられる（写真は全てイメージ）

ドライバーの健康維持・増進のため、事務所内にトレーニングジムを
設置している

ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
費
の
軽
減
に
繋
が
る
、「
社
宅
の
保

有
」な
ど
の
住
宅
制
度
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
者
も
少

な
く
な
い

社
内
に
保
育
園
や
託
児
所
を
設
置

し
、子
育
て
世
代
の
従
業
員
の
「
仕

事
と
子
育
て
」の
両
立
を
支
援
し
て

い
る
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

TS名 運行情報センター 福祉施設

札 幌 平常通り運営 食　　堂 平常通り営業

苫 小 牧 平常通り運営 食　　堂 平常通り営業

青 森 8月  9日（金）17:15 〜 8月13日（火）  8:30

仙 台 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00
食　　堂
シャワー

8月10日（土）15:00 〜 8月19日（月）  8:00
8月  9日（金）16:30 〜 8月19日（月）  9:00

白河の関 8月  9日（金）17:30 〜 8月19日（月）  8:30
コインシャワー・コイン

ランドリー・休憩室
8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00

茨 城 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00
食堂・浴室・女性用シャ
ワー・コインランドリー

8月10日（土）21:00 〜 8月19日（月）11:00

大 宮 8月12日（月）20:00 〜 8月19日（月）  9:00 平常通り営業

東 神 8月12日（月）  9:00 〜 8月12日（月）17:00 平常通り営業

新 潟 8月  9日（金）19:00 〜 8月19日（月）  8:00 シャワー 8月  9日（金）18:30 〜 8月19日（月）  8:00

金 沢 8月13日（火）17:00 〜 8月19日（月）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00
食堂・売店

浴室・宿泊・仮眠
8月12日（月）14:00 〜 8月16日（金）11:00
8月12日（月）10:00 〜 8月16日（金）12:00

安 城 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00
食　　堂

シャワー・コインランドリー
◎短縮営業　8月12日（月）〜16日（金）10:00〜18:00

平常通り営業（24時間営業）

名 古 屋 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00 福祉施設　休業中

亀 山 8月12日（月）17:00 〜 8月16日（金）10:00
食堂・宿泊・仮眠

売店・浴室
8月12日（月）14:00 〜 8月16日（金）10:00
8月12日（月）17:00 〜 8月16日（金）10:00

彦 根 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00 食堂・宿泊・浴室 8月  9日（金）21:00 〜 8月19日（月）  8:00

大 阪 8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00 平常通り営業（24時間営業）

奈良・針 8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00
休憩室・コインシャワー・

コインランドリー
8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00

岡 山 8月10日（土）17:00 〜 8月16日（金）  9:00
食　　堂

その他施設
8月  9日（金）18:00 〜 8月16日（金）11:00
8月10日（土）16:00 〜 8月16日（金）  8:00

尾 道 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  8:30
シャワー・トイレ・洗濯機
コンビニエンスストア

8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  8:30
平常通り営業（24時間営業）

三 次 8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00 食堂・浴室 8月10日（土）14:30 〜 8月16日（金）11:00

北 九 州 8月  9日（金）17:00 〜 8月19日（月）  9:00 シャワー・ランドリー 平常通り営業（24時間営業）

鳥 栖 8月  9日（金）17:00 〜 8月15日（木）  9:00 食堂・浴室・宿泊
◎短縮営業
8月10日（土）〜 8月15日（木）10:00〜21:00

（ラストオーダー20:30）

諫 早 8月10日（土）20:00 〜 8月16日（金）10:00
食　　堂
浴　　室
宿　　泊

8月10日（土）14:30 〜 8月16日（金）10:00
8月10日（土）20:00 〜 8月16日（金）10:00
8月10日（土）10:00 〜 8月16日（金）15:00

大 分 8月10日（土）17:00 〜 8月16日（金）  8:00
食堂・休憩室・

シャワー・ランドリー
8月10日（土）17:00 〜 8月16日（金）  8:00

宮 崎 8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00 シャワー 8月  9日（金）17:00 〜 8月16日（金）  9:00

鹿 児 島 8月13日（火）17:30 〜 8月16日（金）  8:30 休憩室・コインシャワー 8月13日（火）17:30 〜 8月16日（金）  8:30

（令和元年7月11日現在）

トラックステーション（TS）お盆休業案内
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詳細は、直接各運行情報センター等へお問い合わせください。

TS名 給 油 所

青 森 8月10日（土）19:00　〜　8月12日（月） 8:00

大 宮 平常通り営業

新 潟 8月10日（土）19:00　〜　8月12日（月） 8:30
◎短縮営業 8月12日（月）〜15日（木）8:30〜17:00

金 沢 ◎短縮営業 8月13日（火）〜15日（木）8:00〜19:00
（3時間短縮）

TS名 給 油 所

岡 山
8月10日（土）18:00　〜　8月12日（月）  8:00

◎短縮営業 8月10日（土）、
13日（火）〜15日（木）　8:00〜18:00

尾 道 平常通り営業

三 次 8月10日（土）20:00　〜　8月16日（金） 7:00

北 九 州 平常通り営業

　「中小企業勤労者福祉サービスセンター」（図）は、中小企業と大企業との福利厚生の格差を是正するため、
厚生労働省の中小企業勤労者総合福祉推進事業に基づき、地域の自治体（市区町村）が中心となって設立し、
中小企業が単独では実施しがたい総合的な勤労者福祉事業を行う団体です。

■同サービスセンター入会のメリット
＜事業主＞
・ 自社の事務負担を増やさずに事業内容の充実を図り、しかも、自社単独で実施するより、安い経費負担で従業

員の福利厚生の充実が図れます。
＜勤労者＞
・ 共済給付のみならず、人間ドック等の受診あっせん・費用補助、旅行や各種施設の利用あっせん等、享受でき

る福利厚生メニューが広がります。

■同サービスセンターに関する問い合わせ先
　厚生労働省雇用環境・均等局勤労者生活課勤労者福祉事業室援助係　
　☎ 03-5253-1111（代表）（内線：5529）
　また、最寄りの市区町村にもご照会ください（同センターや類似の事業を実施している自治体もあります）。

「中小企業勤労者福祉サービスセンター」を活用して
福利厚生を充実させましょう

コ
ラ
ム

※事業内容は各サービスセンターにより異なるため、直接お問い合わせください。

図　中小企業勤労者福祉サービスセンターの概念図

中小企業
勤労者

福祉サービス
センター

会　費　の　納　入

◎金融機関、保険会社、共済団体
◎ヘルスケア機関、医師会
◎スポーツクラブ等健康産業
◎教育、学習機関
◎保養・宿泊施設、レジャー施設等

提携
（利用契約等） 利用

給付、情報、サービスの提供
＜会員＞

中小企業
勤労者
および

その事業主
センターのある
市区町村に
居住する

中小企業勤労者

①在職中の生活の安定事業（共済給付事業、生活資金融資あっせん等）
②健康の維持増進事業（人間ドック等の受診あっせん・費用補助、健
康管理に係る講演会・相談会の開催等）

③老後生活の安定事業（中退共制度の普及、生涯生活設計講座の開催等）
④自己啓発・余暇活動事業（自己啓発の援助、情報の提供、余暇情報
の提供、余暇施設の利用あっせん等）

⑤財産形成事業（財形制度の普及等）

5
福
利
厚
生
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

「
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を
生
む
」
施
策
を

従業員同士の心の交流を深め、社内の団結力を高め
る「社内パーティー」

ボーリング大会など、従業員が一緒に楽しめるレクリ
エーションを積極的に行う事業者も多い
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

北陸信越
運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

トラック
バス・タクシー 8月19日（月） 四国運輸局

四国運輸局
交通政策部環境・物流課
☎087-802-6726

（一社）香川県トラック協会 安全研修センター 3階
香川県高松市福岡町3-3-613時30分～16時30分

トラック
バス・タクシー

（公社）新潟県トラック協会 
新潟県トラック総合会館 6階 大研修室
新潟県新潟市中央区新光町6-4

9月  9日（月） 13時30分～16時30分

関東運輸局

関東運輸局

トラック
バス・タクシー 10月頃 埼玉県内※―

トラック
バス・タクシー

（一社）茨城県トラック協会 研修室4
茨城県水戸市見川町2440-18月23日（金） 13時30分～16時30分

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

井
上
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
（
大
阪
府
大
東
市
）

と
で
︑
労
働
力
確
保
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
﹂

（
井
上
社
長
）

　

業
界
未
経
験
の
若
年
層
を

積
極
的
に
採
用
し
て
い
く
方

向
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
︑

同
社
で
は
20
代
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒
現

在
︑
同
社
に
は
21
人
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
在
籍
し
て
い
る
が
︑

20
代
の
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
は

そ
の
う
ち
４
人（
20
歳
３
人
︑

29
歳
１
人
）
と
な
っ
て
い
る
︒

な
お
︑
４
人
の
う
ち
︑
20
歳

の
ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
は
同
業

他
社
か
ら
同
社
に
移
籍
し
て

き
た
が
︑
他
の
３
人
は
業
界

未
経
験
で
同
社
に
入
社
し
て

い
る
︒

　

運
転
免
許
の
な
い
状
態
で

入
社
し
た
若
年
層
の
従
業
員

に
対
し
て
は
︑
同
社
で
は
ま

ず
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
に
運
ぶ
買
い
物
カ
ゴ
の
洗

浄
の
仕
事
に
就
い
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
︒そ
し
て
︑

午
後
３
時
か
ら
は
自
動
車
教

習
所
に
通
っ
て
も
ら
い
︑
普

通
免
許
を
取
得
し
て
も
ら

う
︒
普
通
免
許
を
取
得
す
れ

ば
︑
配
送
の
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
同
社
が

保
有
す
る
普
通
免
許
の
み
で

運
転
で
き
る
車
は
︑
ワ
ゴ
ン

車
２
台
し
か
な
い
︒
ま
た
︑

ワ
ゴ
ン
車
に
よ
る
輸
送
は
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
ほ
ど
荷

物
量
が
多
く
は
な
い
た
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
比

べ
て
勤
務
時
間
は
短
く
︑
そ

の
分
給
与
も
安
く
な
っ
て
し

ま
う
︒
一
方
︑
準
中
型
免
許

を
取
得
す
れ
ば
︑
２
㌧
バ
ン

車
な
ど
10
台
の
車
両
に
乗
務

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
︑
そ
れ
だ
け
仕
事
の
幅

も
広
が
る
︒
そ
の
た
め
︑
普

　

現
行
の
免
許
制
度
が
ス
タ

ー
ト
す
る
前
は
︑
普
通
免
許

を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
車

両
総
重
量
５
㌧
未
満
の
車
両

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き

た
︒
29
年
３
月
の
現
行
制
度

へ
の
移
行
に
よ
り
︑
普
通
免

許
保
有
者
は
自
動
的
に
﹁
５

㌧
限
定
準
中
型
免
許
﹂
に
移

行
し
︑
車
両
総
重
量
５
㌧
未

満
の
車
両
に
は
引
き
続
き
乗

る
こ
と
が
で
き
る
︒し
か
し
︑

車
両
総
重
量
５
㌧
以
上
７
・

５
㌧
未
満
の
準
中
型
車
両
を

運
転
す
る
場
合
に
は
︑
５
㌧

限
定
準
中
型
免
許
の
限
定
解

除
講
習
（
４
時
限
）
を
指
定

自
動
車
教
習
所
で
受
講
す
る

な
ど
し
て
︑
限
定
を
解
除
す

る
必
要
が
あ
る
︒
同
社
で
最

初
に
準
中
型
免
許
取
得
助
成

事
業
︵
コ
ラ
ム
参
照
︶
の
助

成
金
を
活
用
し
て
準
中
型
免

許
を
取
得
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

（
平
成
30
年
度
申
請
分
）
に

つ
い
て
は
︑
こ
の
よ
う
な
形

で
限
定
解
除
を
行
い
︑
準
中

型
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
︒

　

一
方
︑
現
行
制
度
下
で
普

通
免
許
（
車
両
総
重
量
３
・

５
㌧
未
満
の
自
動
車
を
運
転

可
能
）
を
取
得
し
た
場
合
︑

以
前
の
制
度
の
時
の
よ
う
に

車
両
総
重
量
５
㌧
ま
で
の
車

両
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
︒
車
両
総
重
量
３
・
５

㌧
以
上
７
・
５
㌧
未
満
の
車

両
を
運
転
す
る
た
め
に
は
︑

準
中
型
免
許
の
取
得
が
必
要

通
免
許
の
み
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
﹁
普
通
免
許
か

ら
準
中
型
免
許
︑中
型
免
許
︑

そ
し
て
大
型
免
許
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
︑

給
与
も
上
が
っ
て
い
く
﹂
と

説
明
し
︑
免
許
取
得
を
促
し

て
い
る
︒

　
﹁
普
通
免
許
の
み
を
取
得

し
て
い
る
若
年
層
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
準
中
型
免
許
を
取
得

し
︑
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現

す
る
こ
と
で
︑
会
社
と
し
て

は
将
来
の
飛
躍
に
繋
が
る
貴

重
な
戦
力
と
な
り
ま
す
﹂（
同
）

と
な
る
︒
準
中
型
免
許
の
取

得
に
際
し
て
は
︑
指
定
自
動

車
教
習
所
で
技
能
教
習
13
時

限
・
学
科
教
習
１
時
限
を
受

講
し
た
上
で
︑
運
転
免
許
試

験
場
で
適
性
試
験
に
合
格
す

る
必
要
が
あ
る
︒
同
社
で
は

31
年
度
も
同
事
業
に
よ
る
助

成
金
の
申
請
を
行
っ
て
い
る

が
︑
今
回
助
成
金
を
受
け
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
現
在
保
有
し

て
い
る
普
通
免
許
に
加
え
て
︑

新
た
に
準
中
型
免
許
を
取
得

す
る
形
に
な
る
と
い
う
︒

　

さ
て
︑
準
中
型
免
許
を
取

得
し
た
ば
か
り
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
ま
だ
準
中
型
自
動
車

の
運
転
に
慣
れ
て
い
な
い
︒

そ
の
た
め
︑
同
社
で
は
事
故

防
止
に
向
け
た
安
全
教
育
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
定
期
的
に
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
安
全
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
︑
安
全
意

識
高
揚
に
繋
げ
て
い
る
︒

　
﹁
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕

事
ぶ
り
を
み
る
と
︑
例
え
ば

走
行
ル
ー
ト
を
前
日
の
う
ち

に
調
べ
な
い
︑
納
品
の
仕
方

に
細
や
か
な
気
配
り
が
足
り

な
い
︑
運
転
操
作
な
ど
で
も

ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
が
多
い

な
ど
︑
や
や
慎
重
さ
に
足
り

な
い
部
分
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
︒
し
か
し
︑
そ
う
し
た
彼

ら
の
良
く
な
い
と
こ
ろ
を
強

い
口
調
で
指
摘
し
た
り
︑
罵

倒
し
た
り
す
る
よ
う
で
は
︑

彼
ら
は
す
ぐ
会
社
を
辞
め
て

　

井
上
運
輸
倉
庫
㈱
（
井
上

算
代
表
取
締
役
）
は
︑
昭
和

50
年
に
井
上
社
長
の
父
親
で

あ
る
井
上
寛
氏（
現
・
会
長
）

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
運
送

会
社
で
あ
る
︒
井
上
社
長
は
︑

大
学
卒
業
後
16
年
間
高
等
学

校
の
保
健
体
育
の
教
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
が
︑
平
成

16
年
に
同
社
に
入
社
︒
21
年

に
同
社
の
社
長
に
就
任
し
て

い
る
︒
な
お
︑
同
社
で
は
主

に
印
刷
物
や
買
い
物
カ
ゴ
︑

車
い
す
な
ど
介
護
用
品
の
輸

送
を
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
平
均
年
齢
は
48
歳
と
な

っ
て
い
る
が
︑
30
代
・
40
代

と
い
っ
た
働
き
盛
り
の
世
代

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
い
の

が
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
こ
れ
ま
で
︑

当
社
で
働
く
従
業
員
か
ら
の

紹
介
で
入
社
し
て
き
た
ド
ラ

イ
バ
ー
が
多
い
の
で
す
が
︑

労
働
力
不
足
が
加
速
す
る
中

で
人
材
の
獲
得
競
争
は
激
し

さ
を
増
し
て
お
り
︑
当
社
で

も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
苦

労
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑

当
社
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
未
経
験
の
方
も
積
極
的
に

雇
用
し
︑
育
成
し
て
い
く
こ

　

さ
て
︑
業
界
未
経
験
で
同

社
の
求
人
募
集
に
応
募
し
て

く
る
若
者
の
中
に
は
︑
普
通

自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
な

い
人
も
め
ず
ら
し
く
な
い
と

い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
普
通
免
許
に

関
し
て
は
本
人
の
費
用
負
担

で
入
社
時
に
取
得
し
て
も
ら

い
︑
入
社
後
に
準
中
型
以
上

の
免
許
を
取
得
す
る
際
に
は

会
社
が
費
用
を
負
担
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　

本
紙
４
月
１
日
号
で
既
報
の
通
り
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
今
年
度
も
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
︒
本

特
集
で
は
３
回
に
わ
た
り
︑
全
ト
協
に
よ

る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
よ
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒ 　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
未
経
験
の
若
者
を
採
用
し
︑﹁
準

中
型
免
許
取
得
助
成
事
業
﹂
を
積
極
的
に

活
用
し
て
準
中
型
免
許
を
取
得
さ
せ
︑
若

年
層
の
戦
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
︑
井

上
運
輸
倉
庫
株
式
会
社（
大
阪
府
大
東
市
）

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

ニ
タ
ー
に
映
っ
て
か
ら
︑
モ

ニ
タ
ー
で
車
両
後
方
の
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
後
退
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ

は
︑
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

の
意
見
を
採
用
し
︑
会
社
全

体
で
始
め
た
取
り
組
み
で
す
︒

﹃
時
間
を
か
け
て
根
気
強
く

人
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
﹄︑
こ
れ
が
若
年
従
業
員

の
育
成
に
は
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
高
校
教
師
と
し
て
生

徒
た
ち
を
指
導
し
て
き
た
頃

の
経
験
が
︑
現
在
に
活
き
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
﹂

（
同
）

続
さ
せ
て
い
く
上
で
は
欠
か

せ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
井
上
運
輸
倉

庫
㈱　

井
上　

算
代
表
取
締

役

し
ま
い
ま
す
︒
入
社
し
た
当

時
は
あ
い
さ
つ
も
し
な
い
よ

う
な
若
年
従
業
員
も
い
ま
し

た
が
︑
根
気
強
く
丁
寧
に
教

え
て
い
く
こ
と
で
︑
彼
ら
の

心
構
え
は
次
第
に
変
わ
り
︑

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

際
に
も
自
分
の
意
見
を
述
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
︒

例
え
ば
︑
当
社
で
は
車
両
を

後
退
さ
せ
る
際
に
︑
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
と

と
も
に
︑
バ
ッ
ク
に
ギ
ア
を

入
れ
て
即
座
に
後
退
を
始
め

る
の
で
は
な
く
︑
ギ
ア
を
入

れ
て
か
ら
３
秒
待
ち
︑
バ
ッ

ク
ア
イ
カ
メ
ラ
の
映
像
が
モ

　

同
事
業
を
活
用
し
︑
業
界

未
経
験
で
入
社
し
て
き
た
若

年
層
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
戦
力

化
を
進
め
て
い
る
同
社
︒
最

後
に
︑
同
事
業
の
有
用
性
に

つ
い
て
︑井
上
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
会
社
に
と
っ
て
も
ド
ラ
イ

バ
ー
本
人
に
と
っ
て
も
︑
将

来
の
成
長
に
繋
げ
る
こ
と
の

で
き
る
同
事
業
を
活
用
し
な

け
れ
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

会
員
に
な
っ
て
い
る
意
味
は

な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
︒
同
事
業

に
限
ら
ず
︑
自
社
の
利
益
に

繋
が
る
様
々
な
助
成
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
︑
我
が
国

の
物
流
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
員
事
業
者
が
事
業
を
継

若
年
層
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
る「
準
中
型
免
許
」

助
成
事
業
を
活
用
し　

業
界
未
経
験
の
若
者
を
戦
力
に
育
て
る

▶全ト協助成制度活用事例特集◀
③準中型免許取得助成事業

経験の浅い若年ドライバーに安全への意識を深めてもらうために、安全ミーティングなどを通
じて若年ドライバーへの安全教育に力を注ぐ

井上　算
代表取締役

平成31年度　準中型免許取得助成制度のご案内
　少子高齢化に対応した若年労働者を確保するため、各都道府県トラック
協会の会員事業者が運転者として採用した若年者（高等学校新卒者等）
の準中型免許取得に対する支援を行います。
【助成対象】
以下の準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかかる費用（事
業者が負担した場合に限る）
①準中型免許の取得（普通免許取得後の取得を含む）
②５トン限定準中型免許の限定解除
※ なお、助成額、条件、申請方法等の詳細については、所属の各都道

府県トラック協会にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
・助成金の申請について…各都道府県トラック協会
・事業内容について…

（公社）全日本トラック協会　経営改善事業部　☎ 03-3354-1056

コラム

井上運輸倉庫㈱
本社所在地	 大阪府大東市諸福 5-13-4
代表者	 代表取締役　井上　算
設　立	 昭和 50 年 9月1日
資本金	 1,400 万円
社員数	 33 人（うちドライバー21 人）
車両数	 23 台

同社では、準中型免許で乗務することのできる2
トンバン車㊤や2トン冷凍車㊦などの車両を保有
している

労
働
力
不
足
が
進
み
人
材
獲
得
が
難
し
く

未
経
験
の
若
者
を
育
て
る
方
向
に
舵
を
切
る

準
中
型
車
に
乗
務
す
る
こ
と
で
給
与
ア
ッ
プ

待
遇
向
上
を
Ｐ
Ｒ
し
て
免
許
取
得
を
促
す

「
時
間
を
か
け
て
根
気
強
く
」
教
育
す
る
こ
と
で

若
年
従
業
員
の
仕
事
へ
の
姿
勢
は
変
わ
る

若
年
層
の
戦
力
化
が
会
社
の
将
来
を
切
り
拓
く

事
業
継
続
の
一
助
と
な
る
助
成
制
度
の
活
用
を
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ほんのヒトコマ ［第46回］

あと1年…今（たぶん）研究されていると思われる
マラソンのロボットペースメーカー…！

食
　
文
　
化

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
︒
荷
主

企
業
の
一
部
に
は
最
近
︑
リ
ー
ド

タ
イ
ム
の
延
長
な
ど
に
取
り
組
む

動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
︒
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
は
︑

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の

推
奨
項
目
リ
ス
ト
に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
が
適
切
な

休
息
や
休
憩
を
取
る
た
め
に
必
要

な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
設
定
す
る
よ

う
に
︑
発
荷
主
と
着
荷
主
に
求
め

る
も
の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
延
長

し
よ
う
と
し
て
も
︑
な
か
な
か
難

し
い
の
が
実
態
の
よ
う
だ
︒
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
延
長
に
取
り
組
む
際

に
は
２
つ
の
ネ
ッ
ク
が
あ
る
︒
１
つ

は
︑﹁
物
流
担
当
者
と
購
買
（
仕

入
れ
）
や
営
業
担
当
者
と
の
温
度

差
﹂
で
あ
り
︑
も
う
１
つ
は
︑﹁
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
の

共
通
認
識
が
必
要
﹂
と

い
う
点
で
あ
る
︒

　

発
荷
主
︑
着
荷
主
に

か
か
わ
ら
ず
荷
主
企
業

で
物
流
を
担
当
す
る
人

た
ち
は
︑
日
常
の
業
務

を
通
し
て﹁
物
流
危
機
﹂

を
実
感
し
て
い
る
︒
そ

こ
で
﹁
安
定
し
た
物
流

を
維
持
す
る
に
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
物
流
従
事

者
の
労
働
条
件
を
改
善
し
︑
運

送
会
社
が
人
材
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

そ
の
方
策
の
１
つ
が
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
延
長
﹂︑
と
い
う
認
識

が
あ
る
︒
だ
が
︑
発
荷
主
も
着

荷
主
も
︑
営
業

担
当
者
や
購
買

（
仕
入
れ
）
担

当
者
に
は
︑
そ

う
し
た
意
識
が

希
薄
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
と
い
う
関
係

が
絡
ん
で
く

る
︒
特
に
着
荷

主
は
︑
仕
入
先

（
発
荷
主
）
よ

り
も
そ
の
先
の

取
引
先
（
販
売

先
）
を
大
事
に

す
る
︒
そ
の
た

め
︑
自
社
か
ら

販
売
先
に
対
し
て
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
延
長
は
な
か
な
か
切
り
出

せ
な
い
︒
ま
た
︑
販
売
先
と
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
現
状
の
ま
ま

な
の
に
︑
自
社
が
発
注
し
て
仕

入
れ
る
商
品
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

だ
け
が
延
長
さ
れ
れ
ば
︑
供
給

連
鎖
の
中
で
受
発
注
の
タ
イ
ム
ラ

グ
に
よ
る
リ
ス
ク
を
自
社
で
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
販
売
先
か

ら
の
緊
急
追
加
注
文
に
対
応
し
て

販
売
機
会
喪
失
を
少
な
く
す
る
た

め
に
は
︑
自
社
の
在
庫
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
の
で
反
対
と
な
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

延
長
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
︒

　

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
︑
あ
る
メ
ー

カ
ー
で
は
︑
販
売
先
の
問
屋
の
一

部
が
︑
そ
の
先
の
小
売
店
と
の
関

係
か
ら
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
に

反
対
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
小
売
店

は
︑
小
売
同
士
の
競
争
か
ら
反
対

だ
︒
す
る
と
﹁
小
売
店
の
顧
客
で

あ
る
一
般
消
費
者
︑
す
な
わ
ち
世

論
に
訴
え
て
︑
物
流
問
題
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
解
決
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と
い
う

思
い
も
あ
る
よ
う
だ
︒

　

で
は
︑
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
は

誰
が
訴
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
︒

そ
れ
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
あ

ろ
う
︒
そ
こ
ま
で
荷
主
に
求
め
る

の
は
酷
で
あ
る
︒
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
な
か
で
︑
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
こ
そ
﹁
真
荷
主
﹂
と
認
識
し
︑

一
般
社
会
に
向
け
た
広
報
戦
略
が

必
要
で
あ
る
︒

第
236
回

エンドユーザーこそが「真荷主」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜合図編〜
 【解 答】３面に問題

❶ ×（道交法施行令第21条）右左折
するときは、右左折しようとする地点
から30メートル手前の地点に達した
ときに合図をしなければならない。

❷ ×（道交法施行令第21条）進路
変更をするときは、その行為をしよう
とするときの３秒前に合図する。

❸ ×（道交法施行令第21条）転回す
るときは、転回しようとする地点から
30メートル手前の地点に達したとき
に合図をしなければならない。

❹ ×（道交法第53条第1項）左折し、
右折し、転回し、徐行し、停止し、後
退し、又は同一方向に進行しながら
進路を変えるときは、手、方向指示
器又は灯火により合図をしなければ
ならない（制動灯の点灯が合図とな
る）。

❺ ○（道交法第53条第1項）右左折
や進路変更等で合図をしたときは、
これらの行為が終わるまで当該合図
を継続しなければならない。

157「
郷
土
の
味
②
」 

成
鶏
の
う
ま
味
、高
浜
の
と
り
め
し

　

コ
ン
ビ
ニ
の
人
気
者
は﹁
鶏

か
ら
﹂
こ
と
鶏
の
唐
揚
げ
︒

宮
崎
の
チ
キ
ン
南
蛮
︑
大
分

の
と
り
天
な
ど
︑
ご
当
地
鶏

料
理
も
有
名
に
な
っ
た
︒

　

味
の
幅
が
広
い
の
は
名
古

屋
圏
︒
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
・
名

古
屋
コ
ー
チ
ン
を
擁
す
る
せ

い
か
︑
育
種
や
品
種
改
良
が

盛
ん
で
︑
卵
を
産
ま
な
く
な

っ
た
﹃
成
鶏
﹄
を
活
用
す
る

料
理
も
研
究
さ
れ
て
き
た
︒

ヒ
ッ
ト
作
は
手
羽
先
の
唐
揚

げ
だ
が
︑
ご
飯
物
に
も
逸
品

が
あ
る
︒

　

そ
れ
は
︑
愛
知
県
南
部
・

三
河
エ
リ
ア
の
﹁
高
浜
の
と

り
め
し
﹂︒
高
浜
市
は
細
い

衣き
ぬ
う
ら浦
湾
を
挟
ん
で
対
岸
は
知

多
半
島
︒
三
州
瓦
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
が
︑
も
う
一

つ
の
名
物
が
と
り
め
し
で
︑

る
わ
け
で
︑
こ
れ
を
お
い
し

く
食
べ
る
工
夫
が
と
り
め
し

な
の
で
あ
る
︒

　

成
鶏
の
肉
は
硬
い
か
ら
︑

薄
切
り
や
み
じ
ん
切
り
に
し

て
口
当
た
り
を
よ
く
し
︑
三

河
特
産
の
﹁
た
ま
り
醤
油
﹂

と
砂
糖
︑
鶏
脂
で
し
っ
か
り

煮
込
ん
で
︑
炊
き
た
て
ご
飯

に
さ
っ
と
混
ぜ
込
む
︒
た
だ

そ
れ
だ
け
の
素
朴
な
ご
飯
物

あ
り
︑た
と
え
ば
カ
フ
ェ
﹁
ぽ

っ
ぽ
っ
ぽ
﹂
は
昼
の
メ
ニ
ュ
ー

に
と
り
め
し
を
取
り
入
れ
︑

家
庭
的
な
味
わ
い
で
人
気
︒

一
方
︑
古
風
な
佇
ま
い
の
老

舗
仕
出
し
屋
﹁
魚
松
﹂
の
パ

ッ
ク
詰
め
は
︑
細
か
く
刻
ん

で
甘
じ
ょ
っ
ぱ
く
煮
込
ん
だ

鶏
肉
が
県
産
米
の
ご
飯
に
し

っ
か
り
か
ら
ま
っ
て
い
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

市
内
の
20
軒
以
上
も
の
店
で

食
べ
ら
れ
る
︒

　

こ
の
料
理
の
起
源
は
日
露

戦
争
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
︒

当
地
か
ら
従
軍
し
た
男
性
が

鶏
の
孵ふ

か化
技
術
を
持
ち
帰
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
︑
吉
浜

地
区
で
卵
生
産
の
養
鶏
が
盛

ん
に
な
っ
た
の
だ
︒
そ
の
ぶ

ん
︑
卵
を
産
ま
な
く
な
っ
た

御
用
済
み
の
鶏
も
増
え
て
く

な
の
だ
が
︑
成
長
し
き
っ
た

鶏
な
ら
で
は
の
濃
い
う
ま
味

が
ご
飯
に
よ
く
な
じ
む
︒
そ

の
う
え
︑
豆
味
噌
か
ら
こ
ぼ

れ
た
し
ず
く
で
あ
る
﹁
た
ま

り
﹂
の
ピ
ュ
ア
な
コ
ク
が
風

味
を
プ
ラ
ス
し
て
い
る
か
ら
︑

さ
ら
に
お
い
し
い
︒

　

吉
浜
地
区
に
は
︑
美
術
館

を
併
設
し
た
人
形
店
や
レ
ト

ロ
な
飲
食
店
が
並
ぶ
一
角
が

税制改正関連要望項目

１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
⑴一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税の旧暫定税率廃止
⑵自動車税における営自格差見直し反対
⑶自動車重量税の道路特定財源化

２. 特例措置の延長
⑴物流総合効率化法に基づく特例措置の延長
⑵少額資産即時償却の延長
⑶地方拠点強化税制の延長

３. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽
減措置の適用

予算関連要望項目

１. 高速道路料金の更なる引下げ
⑴営業用トラックに係る割引制度、料金体系の設定
⑵本四高速等における割引制度の拡充

２. 働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成の拡充

３. 道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
⑴「重要物流道路」における機能強化の推進、高速道路ネットワークの整備推進
及びミッシングリンクの解消

⑵安全対策の推進
⑶高速道路のSA・PA、道の駅における駐車スペースの活用及び整備・拡充
⑷渋滞対策の推進
⑸ETC2.0によるサービスの充実
⑹ダブル連結トラックの本格展開、隊列走行・自動運転の推進等物流効率化のた
めの取組推進

⑺高速道路と民間施設を直結する民間施設直結スマートIC制度及び中継拠点の設
置やSA・PAの活用による中継輸送の推進

⑻冬期における道路交通の確保及び道路事情を勘案した料金の設定

４. 環境対策及び省エネ対策のための補助
⑴石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続
⑵天然ガストラックの普及に係る補助

５. 交通安全対策のための補助
⑴ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の拡充
⑵デジタル式運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対する
補助の継続及び拡充

６. フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設

７. 下関北九州道路の早期実現

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

﹁
２
０
１
９
年
度
引
越
事
業

者
優
良
認
定
制
度
（
引
越
安

心
マ
ー
ク
）﹂
の
認
定
申
請
を

７
月
22
日
㈪
～
８
月
５
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）の
期
間
︑

郵
送
で
受
け
付
け
る
︒

　

申
請
に
際
し
て
は
︑
新
規

申
請
の
場
合
は
申
請
書
類
を

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
︑

必
要
書
類
と
と
も
に
郵
送
す

る
︒
ま
た
︑
更
新
申
請
の
場

合
は
︑
全
ト
協
よ
り
郵
送
さ

れ
た
申
請
書
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
︑
必
要
書
類
と

と
も
に
郵
送
す
る
︒

　

申
請
の
詳
細
や
申
請
料
・

審
査
手
数
料
︑
申
請
書
送
付

方
法
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
案

内
を
参
照
の
こ
と
︒

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」申
請
受
付

申
請
期
間
７
月
22
日
㈪
〜
８
月
５
日
㈪

令和２年度税制改正・予算に関する要望項目全
ト
協



令和元年（2019年）7月15日 （8）第2135号（第3種郵便物認可）

2019・7・15

▼
今
年
は
例

年
と
比
較
し

降
雨
量
が
多

く
︑
低
温
で

湿
度
が
異
常
に
高
い
不
快
な
日
々
が
続

き
︑
気
持
ち
ま
で
滅
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
︒
そ
ん
な
中
︑
友
人
が
急
逝
し
た
と
の

連
絡
が
入
っ
た
の
は
︑
７
月
梅
雨
の
真
っ

盛
り
で
し
た
︒
▼
か
ね
て
︑
体
調
不
良
を

口
に
し
て
病
院
に
入
院
し
た
際
に
は
︑
友

人
と
励
ま
し
に
行
っ
て
い
ま
し
た
︒
病
院

の
４
階
最
奥
の
４
人
部
屋
の
窓
側
に
彼
は

横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
︒
私
が
﹁
大
丈
夫

か
！
早
く
元
気
に
な
れ
よ
﹂
と
声
を
掛
け

る
と
︑
弱
々
し
い
声
な
が
ら
ベ
ッ
ド
か
ら

半
身
を
起
こ
し
て
︑﹁
ま
だ
ま
だ
死
ね
な

い
よ
﹂
と
振
り
絞
る
声
で
生
へ
の
執
念
を

語
っ
て
い
ま
し
た
︒
窓
外
に
見
え
る
山
脈

の
残
雪
と
山
裾
の
新
緑
が
鮮
や
か
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
描
き
出
し
て
い
ま
し
た
︒
▼

告
別
式
に
集
ま
っ
た
人
達
は
︑
一
様
に
亡

き
友
人
へ
の
思
い
を
静
か
に
吐
露
し
て
故

人
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
︒
斎
場
を
後
に
し

て
︑
告
別
式
に
参
列
し
た
友
人
と
立
ち
寄

っ
た
の
は
﹁
諏
訪
大
社
下
社
春
宮
﹂
と
﹁
万

治
（
ま
ん
じ
）
の
石
仏
﹂
で
し
た
︒
▼
明

歴
３
（
１
６
５
７
）
年
︑
諏
訪
高
島
藩
主

の
諏
訪
忠
晴
が
春
宮
に
石
の
鳥
居
を
寄
進

す
る
た
め
︑
そ
の
命
を
受
け
た
石
工
が
巨

石
に
ノ
ミ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
︑
血
が
流
れ

出
た
と
言
い
ま
す
︒
石
工
は
驚
き
な
が
ら

も
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
一
心
不
乱
に
巨

石
に
阿
弥
陀
如
来
仏
を
刻
み
︑
万
治
の
石

仏
を
建
立
し
た
と
の
こ
と
で
す
︒
▼
万（
よ

ろ
ず
）
の
願
い
事
を
叶
え
る
と
の
言
い
伝

え
が
あ
り
︑
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
︒
そ
れ
に
し
て
も
︑
こ
の
石
仏
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
姿
︒
瞑
想
に
ふ
け
る
大

き
な
目
と
団
子
っ
鼻
︑
小
さ
な
頭
に
反
比

例
す
る
大
き
な
大
き
な
体
に
︑
岡
本
太
郎

画
伯
が
絶
賛
し
た
の
も
さ
も
あ
り
な
ん
で

す
︒
▼
そ
の
後
︑
中
央
本
線
の
最
寄
り
駅

か
ら
特
急
あ
ず
さ
に
乗
車
し
︑
新
宿
に
向

か
い
ま
し
た
︒
車
内
で
献
杯
し
た
ビ
ー
ル

の
味
は
い
つ
に
な
く
ほ
ろ
苦
く
︑
若
き
日

に
出
会
っ
た
彼
と
の
惜
別
の
味
と
い
う
感

じ
が
し
ま
し
た
︒
▼
私
達
２
人
が
座
っ
た

４
号
車
12
番
Ａ
・
Ｂ
席
は
車
内
の
一
番
後

列
の
席
で
し
た
が
︑
頂
度
同
列
Ｄ
席
に
妙

齢
の
女
性
が
い
ま
し
た
︒
こ
ち
ら
と
違

い
︑
華
や
い
だ
う
き
う
き
し
た
感
じ
が
見

て
と
れ
ま
し
た
︒
▼
２
時
間
余
で
︑
電
車

は
新
宿
駅
10
番
線
ホ
ー
ム
に
到
着
し
ま
し

た
︒
先
に
席
を
立
っ
た
女
性
が
デ
ッ
キ
に

立
ち
︑
ド
ア
越
し
に
微
笑
む
目
線
の
先
に

は
︑
彼
氏
と
お
ぼ
し
き
男
性
が
ホ
ー
ム
に

佇
ん
で
い
ま
し
た
︒
ド
ア
が
開
き
︑
さ
っ

と
手
を
繋
ぎ
階
段
を
掛
け
上
が
る
２
人

を
︑
私
達
は
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
て
い
ま

し
た
︒
そ
こ
に
は
若
さ
溢
れ
ん
ば
か
り
の

生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
り
ま
し

た
︒
▼
そ
の
光
景
は
︑
ま
る
で
１
９
６
７

（
昭
和
42
）
年
に
制
作
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
し

た
米
国
映
画
﹃
卒
業
﹄
を
見
て
い
る
よ
う

で
し
た
︒
大
学
を
主
席
で
卒
業
し
な
が
ら

虚
無
感
に
苛
ま
れ
怠
惰
な
毎
日
を
送
る

中
︑
つ
い
に
真
実
の
愛
を
知
っ
た
主
人
公

の
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
が
︑
結
婚
式

場
か
ら
花
嫁
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ロ
ス
を
奪
い

去
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
映
画
史
に
燦
然
と

輝
く
名
作
で
す
︒
▼
友
人
を
送
っ
た
そ
の

日
は
︑
出
会
い
と
別
れ
を
凝
縮
し
て
感
じ

た
意
味
深
い
日
と
な
り
ま
し
た
︒
人
間
の

運
命
は
︑
生
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
終
末
が

定
め
ら
れ
た
も
の
と
は
言
い
な
が
ら
︑
そ

の
日
は
果
て
し
な
く
続
く
鉄
道
の
﹁
線

路
﹂
に
身
を
置
き
換
え
た
自
身
が
そ
こ
に

い
ま
し
た
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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　東京 2020 大会期間中は、選手をはじめとする大会
関係者を安全かつ円滑に輸送することが大切です。そ
のため、大会期間中には、道路に流入する交通量を調
整する「交通システムマネジメント（TSM）」が行わ
れます。
　TSM とは、交通需要マネジメント（TDM）により、
全体の交通量を減少させた上で、道路の交通混雑が想
定される箇所において実効性を伴う通行抑制や通行制
限を実施することにより、円滑な交通を維持する取り
組みです。大会関係者を安全かつ円滑に輸送するため、
都心エリアの交通量を減らし、本線料金所での通行制
限や、交通量に応じた入口閉鎖等の規制を段階的に実
施することで、オリンピック・ルート・ネットワーク
およびパラリンピック・ルート・ネットワークの円滑
な交通環境を生み出すこととしています。

　

来
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
﹁
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
﹂
の
円
滑
な
運
営

を
期
す
る
観
点
か
ら
︑
東
京
都
︑
国
お
よ
び
同
大
会

組
織
委
員
会
が
推
進
す
る
﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
は
今
夏
︑﹁
東
京
圏
の
広
域
に
お
け

る
一
般
交
通
に
つ
い
て
︑
大
会
前
の
交
通
量
の
一
律
10

％
減
を
目
指
す
﹂
等
の
大
会
本
番
並
み
の
目
標
を
掲

げ
︑
首
都
高
速
道
路
お
よ
び
一
般
道
（
環
状
七
号
線
内

側
）
に
お
け
る
流
入
規
制
等
を
試
行
す
る
予
定
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
同
大
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄

与
す
る
た
め
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
荷
主
と

情
報
を
共
有
し
︑﹁
納
品
時
期
の
変
更
﹂﹁
混
雑
時
間

・
地
域
の
回
避
・
迂
回
﹂
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
荷

主
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
前
号
（
７
月
１
日
号
）

に
引
き
続
き
︑
同
流
入
規
制
等
の
情
報
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆
様
に
は
︑
期
間

内
に
お
け
る
交
通
量
減
少
の
実
現
に
向
け
て
早
め
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

大
会
開
催
が
１
年
後
に
迫

り
︑﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
は
都
内
の

交
通
混
雑
緩
和
に
向
け
た
取

り
組
み
を
総
合
的
に
テ
ス
ト

す
る
期
間
を
設
け
る︵
図
１
︶︒

　

流
入
規
制
等
の
対
象
箇
所

は
図
２
の
通
り
︒

① 
高
速
道
路
に
お
い
て
終
日

実
施
す
る
対
策

　

都
心
部
へ
の
交
通
量
抑
制

の
た
め
︑
都
心
方
向
へ
の
高

速
道
路
に
お
け
る
11
か
所
の

本
線
料
金
所
で
︑
開
放
レ
ー

ン
数
を
終
日
制
限
す
る
︒
ま

た
︑
選
手
村
予
定
地
周
辺
等

の
４
つ
の
入
口
に
つ
い
て
は
︑

大
会
期
間
中
に
は
交
通
規
制

の
形
態
等
か
ら
大
会
関
係
車

両
専
用
と
な
る
た
め
︑
終
日

閉
鎖
と
な
る
︒

② 

一
般
道
路
に
お
い
て
実
施

す
る
対
策

　

都
心
部
へ
の
流
入
交
通
量

を
減
少
さ
せ
る
た
め
︑
環
状

七
号
線
の
信
号
機
に
つ
い
て
︑

午
前
５
時
か
ら
正
午
に
か
け

て
︑
都
心
方
向
へ
の
青
信
号

の
表
示
時
間
の
短
縮
等
を
実

施
す
る
︒

③ 

高
速
道
路
に
お
い
て
交
通

状
況
に
応
じ
て
段
階
的
に

実
施
す
る
対
策

　

交
通
混
雑
が
発
生
し
や
す

い
箇
所
に
お
い
て
交
通
状
況

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
︑
一
定

の
交
通
量
を
超
え
た
時
点

で
︑
渋
滞
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
効
果
的
な
入
口
を
閉
鎖

す
る
（
対
象
と
な
る
入
口
は

圏
央
道
内
側
の
50
か
所
）︒

交
通
量
が
増
加
し
続
け
る
場

合
は
︑
入
口
閉
鎖
の
場
所
を

追
加
対
応
す
る
︒
閉
鎖
の
解

除
に
つ
い
て
は
︑
交
通
状
況

に
鑑
み
︑
渋
滞
等
の
発
生
す

る
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
際
に

実
施
す
る
︒

　

大
会
の
成
功
に
向
け
Ｔ
Ｄ
Ｍ
の
実

効
性
を
高
め
る
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
実
現

不
可
能
で
あ
り
︑
荷
主
等
関
係
者
の

相
互
理
解
を

得
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠

で
あ
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
は
︑
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
１

都
７
県
）
と
も
連
携
し
︑
東
京
都
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備

局
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
輸
送
局
と
の
連
名
に
よ
り
︑﹁
大

会
期
間
中
の
物
流
抑
制
に
係
る
荷
主

へ
の
要
請
文
﹂

を
作
成
し
た
︒

　

な
お
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
に
︑
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
が
作
成
し

た
大
会
期
間
中
の
物
流
抑
制
に
関
す

る
広
報
用
資
料
を
折
り
込
ん
で
い
る
︒

流
入
規
制
等
の
実
施
日
・
箇
所
・
内
容

【終日閉鎖する高速道路入口】
 ◎４号新宿線▷▷▷▷▷▷▷ 外苑（上り、下り）
 ◎10号晴海線▷▷▷▷▷▷▷ 晴海（下り）
 ◎埼玉新都心線▷▷▷▷▷ 新都心（上り）

図２

図１　東京2020大会交通対策テストの実施日

【交通量の低減】 7月22日㈪～ 8月2日㈮、8月19日㈪
～ 8月30日㈮

 ※ 交通量の低減への集中的な取り組
みとして、車の利用を控えるなど、
ご理解とご協力をお願いします。

【交通規制】 7月24日㈬・26日㈮、8月23日㈮
※8月23日は、7月のテスト結果によ

り実施を判断します。

物
流
抑
制
に
係
る

荷
主
へ
の
要
請
文
作
成

全ト協

大会関係者を安全・円滑に輸送
「交通システムマネジメント」

【図１・図２】出典：（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会作成リーフレット（今号『広報とらっく』折り込み）

高速道路での交通規制 一般道での交通規制

7月24日（水）・26日（金）等に東京圏で大規模通行制限を実施
大会本番並みの「交通量一律10％減」目指して東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会まで1年


